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，)スケ礼会ど氏:ょ，~(任 1

序説

第1節導入一一問題意識

社会"-)';:~(/)笈JIXで萱場したリスク社会という詰lよ、 1980 fFE以降、禄々な場

自ご何百合集め、多くの仁立論を喚起して主たc ム人相(止、 L:こソ、7ンス百IV

感栄すif牛とそれを契rえとした議論の村討をj面して、 lJスク討会lおける民事

責任のf:;'r:;E:ぺly を後二'~~9-- ~s-lーがかりを提供寸ることを汗自'0!.してしる

l'稿の閥復蒋識の前提 ζ 、リスク社会がし、かなる千二fJであるのか、

E してそオt が l\'.事実 ff:にいかなる i門誌を j!\~ ，~-~して ν ミるのかを、今 U のリ

スグ主|会訟の時矢となったドイツの相会学:-r;.:Jlrid: Beck の議論に~~し

て筒よ立に干何年 Lておくことにしたいラ

Bt'ck ~こよれ(王、 リスケ干士:f~(1) 、近代化の)HJ~心吃今いと 'IY，'J'託な

有 '~/f~、を Hl ておリ、 201日紀 ~~j~以廷の討会とそれ以前の宅1:.{:':;とを誕百;に

区 ~Ijする紋怠である l 教-1?:;-しよう、

ます前近代U'J な{三 Mc社会 c 京近代 L~ から初期 U'，な産業社会 c 凶ぬ

な正代 J) J 主る段併で判地となるのは、十十会[ド~H こ f_: 掃された両の分附

とそれをめケる 'f' いとあじ、九然ヘコ{三、統的~，~~::草からの解汝ず為る。

Beck [こよれば、初悶Ol}なi呈烹本|会のように、十i会方、 主主岡 l にあo状
出で!;.t、 ~;;~f 乏の必殺 によって人間の lι 考)~ j-，動がえ配され1お:)、

利や技術の先によって南を'-;設することが寸上命題となる反面、再の

句、目1部下によって庶楽+1.'告の守品出す:，'，IPi一物は 志向-:i":'\るが~~ (7主

余リスク! ~こ L てき~@tな v ゐし l 叶Hヒされる J ところが、近代イヒがiÞ展し、

富の分自己~Jj jíーが総司 1-':\ れると， 1富を分自己する」社会的状況 ζ そこでの

予いに加え C、訴Jこ l こ i ， l スケを分1:1~ する j 社会の次況とそことの争い

が発~L-9L ;~~;::。つまり、かつては「貧困 を克服するためじ l受ヲミれて

きた副イ十)1)が産業主j.2~ (二おいて.717ース-/';Jフされるとき、去来続的な技

1 {' !，-j{[し:'D工仁K，!(isi k:~-'，gi'又 r: !/srh 勾~ftA lIfd l'm lTegι刀 1'!I;ran(Unl' Mη'irnιr， S'UhF 

知吋 1086. ウ】レ ly ヒ・ベソク「東恥ニ伊必ヲ弘子fti.~R: ¥'!'riJ6'{仕合 計lしい

よ'iftへの泊 [法政大平;中版は 1098;) ') J，')， I、訳書のffiぷでYI丹;-1-る
ノペック・前掲言注(1)丘、，-~
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術シ主主併の発);" さらに、その帰結としての昌の生産とうf自己 のみ

なら「、そ j♂にようて'-¥:_j芸・分、犯される 'Jスクの言十昨 日J昨までもが変

求存 7しることになる U それゆ三、芭*:村会(、 J三いとは、'頁の仕事コと同r;寺

仁、保険ヤネ士会保「苧1:]1乏を通したリスクの分配が試みられるこ弁になる、

2しもうのである U

こうした刑訴代的な伝統ト十余~' r:llιlt，)から初期iねな;イー業社会(単

純なじZ代J) へという花会史政;止、長ポ主任の法透を説明するFrlも同

様にあてはまるであろう J たlえ1f大阪アルカリ事f'I大干:j大正日梓12

322 円民;i\t:フ-~if ;!.~; 74-:t;t")をLf機とした 利ペなMt備 l 論にl土、行為グ〕ア士

会恥イ-f1=8性を強調する二こで ~~rのよj'l苫を促し、そのJJ凶で千一為によ〉て

牛み出される;"!TI;J正初ぞ「;午された危険」と Lて正ぺjヒする、といろ初期

的な産業社会のとき殺を端的にムることができるのであり、また殺伐の

モータ IJ ，{:'ーショ L を 77;J どしたと三尚早 j~百防償1*:~U、のfì;C Ji~干恒問主一

保険の;1;111文化などは、保険ー附市IJド〉を返したリスク分自己の試みと

して'1):(世づけることができる

もコ Y も、 Ikckグノ， 'う j スク社会 Jよ、ふうした産業社会の干'I~組みを

おえ丈ところに {}t~らす ξk十玉守であ之， 1呉門す7.L ¥工、 リスクヒ十会l土、 }ス

クの計算num'14:.の喪失によ円て来栄スL会の基幣が抗るがえれるに下一った

fz陪 ι しで ji'r世づけられるのでめるつ初 ~}î rY; ♀単f吉村会(且料なむfi-~J) 

からリスク社会(1舟涜的な近代，)へ£る段階で問題となるのは、 jス

クの質的転換へいある U すなわち、 )スケ社会を将f民つげる '1スク以、リ

スクそのものが戸J主的い'!.['覚宇るごとがでさたいfγ貨ものであること μ
Jjnえ、もたらされる損去も大規支えである したがって、初問的主監君主計

会の~)二、統計に見f 川、で将来生ヒるマあろっそ許口てしつ生主己確半や話完ー

の胤私立を計貯仁、保険ヘJバ十二;保障守dj!立をi吊L!二分似をl叶ゐ二 ζ 均三和zめて

a雑であるか、あるいは年古味なものとなる J
Beck のいうリスク十i 会といへ丈~;-((でいえば、戦後わデト11土、まさに

リスク社会そのものむあったといえる乙 20世紀'1'実lユ枠、わが国 1，工、公

1こ，{tぶされる Jうな、守主ileによってもたらされる多くの悲

続に五刊しだu そして、 Bcckもむ七、卜ぢに紹介しているように¥そうし

3ベック・前尚古住!，":)11)0 ft及び UUW:HHFC'¥，ルQI!)!J!'ijtρ [)icοtj.;叫 isu!rte 勿

ーこu、'"'日三郎)'!8E宅



，)スケ礼会ど氏:ょ，~{任 1

~ ¥，，; 1ノスクへの対μじを模京する右かで、わか凶は 1)~tN'N0 に民主告白{工

E品を禿尽させてきたc とl土いえ、このことば、わが|刊の[(事責{で識が"

スク付会希克服 L うる b のであるということ手必ずしも ~6:ß，t;〆ない J す

なわモわが1
'
1では、公害・生害への対Ce，:(/)多〈が過欠肯i+1え法70S

に韮 "5"て31られ、シ、なく〉も法解釈上i土、子';:-0ロl能寺や幻iJLさIcjj~笠ヨJ ~t 

というたら、統的なえ玉音十r-Cj令の枠組みが制作された。
l3eckの， 'う産主社会の枠制みの延長線 iで法;1ワ対也、が検索さオJたので

ある l そ Lて、リスク社会という言葉がトなり普段し丈上うにL1われる

打でも、ワスク社会を正百rん受(，-;-止めた H~ 己の民雫責任 すなわ

ι、Eff千"J法的のない)スクに対子ゐr;:為者の責任 にヰ:情的な検討

が加えられるに三円ていな " 

本稿iは土、 ニう L丈問忠，烹古E誠誌に却

f立置d ゴ丸11"をr角宍t日討t'_ようとするものvでごある V

第2節分析対象の設定

ところで、リスク社会にお1.'て以下責任に守えられるtir世つけを分析

tる際には、その前提としてわ'fJりもま9")スク主会と氏任期J念の習に

ある どの緊張関係悼立しなげればなりないっ

イギリスの社会ヴ芦 \:lth~ll\ じ idd仁川 l正、 Hcck c) 1)スク?上会戸市を継

承しつう、ワスク社会を特f.K.~づげる :1 スクが責任概:~の 0:機をもとらす

l'craniwor!;irhke:'I， Suhikamjl， FにlIl L~u;~/I\"L 1988. S.:?つつを参同「

~ジ「時日立、リヌアネ会がi見事責任拾にも需需な関係争有←j る~)のごあふごと

が~[lit ，~れている 中屯 !リスク社会における誌と口己決:と」回中Ji¥(:L日偏

ff，f代以、の展望 向じ決定の品川-:~内全認・二\l(ì4; 2:l:i百以 F，iWJ 1:)スク

L法 i情本1cz以 i、谷:本広男 ノ;-111日俊 (， ~7;'く茂認責任河合長::--1)ス Y 乎人 è; 1 

ノスア子どはf可か岩波書:，:iマ 21今Oi)87日以じも r~):)ん、伝法?においても、

ト九?の必安'，Tがが日々 にu、殺されつつあるものの{たとえば、ム阿克己 l現代不

t 五行為 J左手の諜~ 彼伝 ':'1ーワ J~まの公共化をめぐ.，て i':t二の件土子二日，31-; 

lミ:0(5)143頁は、坑?と不弘行為v、苧がE回している問題間見の lっと、
j ス /t上ご:1じを意~ :f'て v 、る人本括的なt1~1:;J はまだ i 芳になされていないよう

にPP、われるコ
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としてし、る三 Giuucn::::によれば、もともとリスクシ;立、和光のロJ"[2['I:

を積松[)'J に ~~r{罰したうえであえて (dao町、)をト'"t という-~~，'ir，、決定

企合主いた拠)念であり、互主↑1は、そうした一定の:2，，8決定にふってbた

らさtLふ I中~(Ji l~rcして).;)1尽きれるものでみりた， J史子写すれ リスク

と責任以、どちらも事前の窓思決定を守t'1;[:として ν怖心しか… '1スク

社会:i，こっじた Ijλ クこ責任、さらにはその前械となゐ苦 tf，決定vつい

世間係を t~:，1ヒさせゐυ すなわち、リスク社会を将絞っけるリスク

Gic;dtllS 土、二 ;(L を「人為自~(，こ寸ri:')斗'1;:きれ丈 Ijスデ ~:n allllfé;::tllrtヘi

risU とr'j'ぷ ;は土、 最ノ'<~崩出 Uめj 科t、技土背術干によつ

の1状犬?況戸に J.)山しい、，~て(~.計f許イ、!司j 花であ」る二カが、ゆえに、それによってもたらされた

出米事について事前;意思決たそれーうことも、また安住として引さ;:.:げ

ることも"("6;~~， l" それゆえに Gidôcns (土、 Jスク社会においと』寸責任

wモ点、 í~ま匙lこさっされる、と L、うのである f

Giddcnsの指摘 fゐよ)(，二、心、統的な責任システムに与し h て計~. ，，! '-II~ 

能なリスクは、ス質的に去f干何震のXJ象とされ七こるごかったりスケであ

るっそして、まさにそれゆえに、これまごりスクネ会にzjげる IJ、的)tlJt、

は、上d寸責任を泊した中後:Rk済よりも、 ll:J事規制や行政土間帯1，を過した弔

問規制を中心に諮られてさた付。 1jスケ社会におりる見事主cの位置づ
け寺検討する際には、 こうしたりスク村会と責仔明記念の7f'Ji戸した恋係寸

考慮Lたうよで分析対与を設 fょする必妾が.Jうる。

以?では、プランスにおける斬1:I:l・;11液製剤輸けによる :EV感染市

fl (以下、巨IV惑当主事什こU乎ぷ)ぃ対守る法的対応を取り l' 、そ引

を契機とした氏↓三宅ド論的展開;うしべ1討すをぷ;えること lp d たい J 本

f%において、 Hょ1感災事「?が分析対象と 3れるのは、そこむ問われた
実質的なl百]均が、ソランスにおし hて '1スケ社会における広4事責{ずのあり

An' :'Wll) GiddcllヘRisk!lnd Rc斗}ρm;ihility.62 :MucltTll L:1W Rt、dc¥-¥'1切り ])]).8C~ ぉ

f¥;iJ、学と対止す-{)ならば、近年、升]山、学 'L政1.:、学YJ1;'Ciぺ;おいてリスクト上

公戸市;こ与えられてνるイ立母つi'(.j(，己、日を見張るへきもりがある υ 多くの論~~

が品るが、会しあたり、長持江河告'jjtrf~-í;長生ョリスク 7 人 F~.'i U、律からみたリ

スクι(子一波」右・'2(ρ'jiにFT収(/)諸論{(， ，y，ぴ;ご I(特集ノ I，J 京 iょ 1'~Z返し I二かっ

l士官号IJ'1'針E た~ 1)スクギ十574ジムリス!、1:1:16号(点j(lKiの汗市立寸参「召。

ー ~.Û、抗日三7S)288fì



リスク社会と民事貞任(1:1

方を問うものであったように思われるからである。ここではさしあたり

次の 2点を強訓しておきたい。

第1に、 HIV感染事件は、リスクネ士会を特徴づけるリスクが問題と

なった事件であり、その意味でリスク社会と氏事責任が交主押した事件で

あったと考えられる。すなわち、HlV感染事件をめぐる多くの訴訟では、

科学知識が」、椛すの状況で牛じた損害についての責任が争われ、そのな

かで、計算ロl能性のないリスクと民事寅任との関係が正面から問い直さ

れたc また、その過程で尊かれた法的責任の枠組みが、そのf去のアスベ

ストによる巾皮腫やIlSEによる変異型クロイツフェルト・ヤコフー病、

輸山11えび血液製剤捕j主によって感染するE苛'uえぴC賢明|炎などの新しい

リスクへの法的土、]1，じを議論する際の試金石となっているυ その意味で

HIV感染事件は、たとえ事件としてはもはや過去のものとなヮている

としても、今日でもなお検討に悼するのである。

第 2に、フランスでは HIV感染事件は、その事件の特殊性にもかか

わらず、民宅責任論 般に波及する非怖に多くの議論を喚起したcすな

わち HI¥事1'1以降のフランスでは、 I去守てのみならず、それと隣援する

;哲学問領域において、民事責任がしばしば検討対象とされるようになっ

ており、今日民事責任論に加えられる批判の多くが、民事責任論内部の

切Jきというよりも、むしろその隣接諸学問領域において展開された議論

を契存在としている。このことは、 HIV感染事刊が現代社会 般を考え

るうえでも以相することができない重姿牲を有してし、ることを小唆する

と同時に、 HIV感染事1'1の提起した問題が、民事責任司令の恨本的な問

題にも結びついていることを小陵しているし

こうした観点から、フランス日1¥感染事件において促起きれた議論

がどのような背景のもとに導かれたのかを民事責伴論との関係づけの中

に探り、それをもってリスク社会における民事責任の位情づけを検討す

るためのjJ、唆としたい、というのが本稿でlIlV感染事件を取り hげる

理府であるハしたがって本稿においてフランスの HIV感染事件が取り

トげられるのは、わがいlのlIlV感染事件との比較・検討を通して法解

釈的な示峻を何るためではなく もちろん、そうであるからといって、

そうした作業の必受性を台定するものではない 、あくまでリスク社

会と民事責任の関係を検討する際のモデル・ケースとしてであることを

北法5D(5. 5i7) 22問 [6] 
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あらかピめぉ附l ねしておきたい、

第3節叙述の構成

以ア-e~よ、フランスHlV 感染事科についての段、|ソJ及び政弘的;7:~-L[，;を

みたつえで l主主 1-;旬、ぞれが{ム絞1'10な只事責任論においていかなる幸

義をもうたのかを検討 Fる l第 2:章んそのうえ守、最後1:-H¥感染事

:'1を契tet 主れる上うになった予防(警7官)原則に長っく民事責任

につい1のノランスの議論状fYZをみることに d たし， ($当単もっと

も、先述したように、日JV感染事作以降のフランスでは、治学のみな

らず、様々な学問領T如、お"，て、民事責任が検討バ象とさ h ている U こ

うLた事情を考臨しに以ト創立斗章ごレに、おおむねぷの 3去をま存本

袖と Lて公析をAめてしるc

第 iに、円rv感染事件に示 5れたY:T，自応が、口、統的な見事責任論

t:~_ t:子えた:~;響在、民事].1責任の安:斗ー効果に日日 L て検討する f 宗1::早[t2

iお・第 3姉、毛主つ章第 1節、第九三宮第 :3iむし本稿がIJスク干上会におけ

三以事責任の牧民づけを検討するものであることに鑑みると、 JJJV感

染司王f口それキ摂絞としと援悶した民事汽円論が、j，C司王td下の要:'1.入力

呆(ないしは機設し崎、な ω緊響苓及 lましたがの牧日、~Tij:、必要ノFc'] ウこ

である tりわけ以下では、主に YT ート要不!止び〈←の消，t;r.ぱ)1士側 I~Îで

あるす1支市出をμ"、;こ取り上げているが、こiLらが '1什C， [l0 に~;Zりーと yrら
れるのは、ブォー :、要什ペコ免占半111が、 HJ¥ 感染事1':の中心的会争点

を形j在すると :1iJ Ifj仁、それ円をめぐ"て展開されJ三議論がリスクト土会の

しゐく/)ノトの特徴を反映し1いるためである。

第2に、 lIIV!感染平{すおそれを契機とする民事責f下戸市の夜間をリス

F なJっ、第 1中(土、あくまでお2中、;，)3中じっHiHXを叫供するものにすきな v、

が、先出したように、 III¥' 感染宇件において片足された法的枠制4みは、アス

ベえトによる中走恒ヤ BSE!，: Jる卒、異型ク nイソブ rルヘ・ヤゴブ病、輸]['1

f也rF':fl:南校71IJ崎沖に仁ッて感染するR型/えr/c型MI役(.:対する法的対応37AJ抗
する際の己主主/1'~:_ t~ ヮ亡いる」エもあり、以下では資料(，町会開味も込め亡ヘコマ

紙:Il!.iを訓いて宗主目S'I__--Cいる。あらかじめ{;}:されたい。

ー ~.Û、 0; 日三7r; )'!88~
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クに閲する I'!:，:~~決定としーっ副主から検討する【第三苧第 2 節、第 3 王者第

2 i!t) c リスクとさ tZ決定力安保概念:と に関係していることは既に

みたこおりであるが、 ιI、「で 1ノスク lニ閃するE玉虫決定が検討ぢれる浬J寸

!~、I1IV 感染事件子、加害者である 1'1ヤ翰111:七 J ターの肯仔を判断す

る際:二、その戸i}べ?J~5tの妥当行:を下つものであったことに飢え、それを

契機こしたよ平責任命の反問を型誤解することにも資守るからであるロ

第 3\'\HlV感弘事件キ契燃とずど〉民事長任論グ〉峡閉そ、)5::I#~:長誌

を事長めJしミる力ケス~ n?  1 (.こ対する責任、あるいは予防(警戒J席、HIJ

に阜、っく民事責任の 王立として考察寸る ltZ乙回第 3ñfí 、 ~3 単 ì {i:: 

;~t~. ずる 4 うに、ブラシスでは、H1v 感染事件を契検に、カタストロブイ

.>(:> '.!宣大で不日j注的なtW告'J '二対ずる法的対;，[)が:意識され、 t以告:c引員約

としイ伝統的心:従字書Kt;斉に1'!1主誌が迫られるとrilJ時l二、予防(警戒〕

1辰巳1: (p日立C平el~e r九 ~call:..ilÌIl;に己づく弐苧責任の区、長''1'が晩翠される

に :tっている J~li では、日九感染事件が{ム統的な!(事責任 ~~lこ V、か

なる長響コキもたらしたのかを明らかに fるためじ、 IIIV感染事件ヂカ

タストロフィベ 王位太で小口J送的なお宍J について展開3れた談話:のな

かに占めるi(i躍に配慮しつつ、検討を;1とめることにしたいし

なお、以下の考祭にあたっては、 :rrfjtな限つH1V感染事1'1とそ1しを

ιする議論j)、況の繋王室l:努めているか、取り|げた議論心選択は、

何人的主剖仙に苓っくものごあり、必ずしも制~8gではない J また、守

けのフランス氏ポ支が誌を目前 jるとめに ないしプランス氏ポ責任

出の治fj:8すな rt):史料合校るために 必要な半J互については、プラン λ

グ)諜論;f台いては陥単l言及されるじとどまるもの戸J;)"ても、 1目、なり

に事<1i1l.、私夜|ソ::1(.こ;玖述のなかに組み人れた}あらかじめお断りしてお

え1ごい、

代なお、 n下 e.:よ p 了 iflCi')(-~ d て lHt~( 刊行い，;に、 i'Fηf軒戎i 県民という訳詞合

おてている そり理111[j同この原れIJが、必ずしもtrl'2'-の先制自民主 l予防」を車

川ょすLがけでなく、析しいリスクや小縫'て性lついて、「警戒J Cつな振ゐ持い

を Z~求 f と 1lH1[1;があゐことにある 3 予防げhU原則午、tλ 告求 IRヲとc振る

緯ν、円台書については、出 a_'"去であらため、検討する。

二日社5り(仁日円:J)22ミ3 l只1
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第 1章 フランストilV感染事件と被害者救済制度

1980年代初頭 ¥，，__f;'〆たプランスH1V感染事件i土、円以)とから 1985年

までの IfiJに、;:;000人以トの被害当 崎 Hl\.~ よ j て約4ωο人、 11:1液製

剤IJ~併記によって約1. 2ω 人 をも J三らした ζ しゐわれる、九lDSの発症

やH1V感染i土、人+t信':Eキ有、峡ク〉崩なと¥Jド慌にキくの1云i'l01日15当を

l晩起したカ刊、;モポ R任の伝j戎:一おいても「輸北佼の U)S 被害~-~--引

き起こ主れた:l"1i(;:の大き d(.:t、山県自'Jな責任iJ、の限界とにi民連帯の方丘、に

よる補償な令此設の汁を'Jミした ものとして位i侍 }(-Jられ次卒以

十寸じみる;斤時のに事責口論にお~ ，ても非r同に重要な 1:\í:-:E~ を l めてい〆ふ

ヰヰ(ろ日的;土、フランス H1V感染事件の，m;、宇遇lて、 :5て半以下 f
の間発明を確認jることにあるつ以 l、ごはま寸、 /¥ :DS hえ0:"H~V 

の基礎知i哉とそれにけするは策il'oJJI，仁、をmrJ~~ に整理したう λ で(~立 1

、次!こ実際の判例 裁判例 cj来日された法的責任の枠制ムみを

(羽IJ2Jl(;')"、長{去に 1991年IzR31 11 の法律~7Xてにぶって創設された tit

7ヰa;"j土済制度的札要をみる己弁;こし t~)第 3

叶 AID出止び Hl¥I.&;染1)'もたらす 校内土問題及び対応については、松;:I i:.敦

f寸フ v ス;にこおけるエイシス:対甫と「法」よ、 J三三重主大守Y口j

f頁E号T以τfや←:参芸町照LJ 
l:) Fb'.A汁し01:-， TこRHf，P:-';lLi:-T乙出川i...EHニrY¥こ人 LEQI.I己γムニ!日t"oi!('ir-i! : L，s uh!iJ!，u 
ti 

11 なお、にんトでは.h!;-'#-貢f工のみなよ)-Yq-j-I(文責任をも検l;j"Ci)λ正念と寸 ι「フラ
ンスでは、公/i2~.jヰ機関心行う子ーノス 般 f公衆医療+jービスに限7cざ;とと
し)が、行政裁判尽Tの旨粘:'11目するため、わがlにてはi面市rつ民事Jド足、手続えの

もlで処理される事業が、サラン λではLばしば行政故判所において半11訴され

る止め子ある I

12なね、ワア〆 A HI\ 感染事[':'0) 手f~/ かり I991.{f 1つ!131: 1 の法律iこどるま亡

の経緯にいて:ょ、日111iC: 112 'アッシスにお'cる]l'¥'感染杭吾と」イス棺告

主主令外1*つ υ法:i~念日=()号 ¥l古川) :;1貝n:'1j、あゐ

ー ~.Û、 0: 日三74)2882
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第 1節 AIDS及び HIV感染の基礎知識と政策的対応

，\IDS 及び HIV 感染~.-j:.Jする法的主11'i(涯解すゐためには、これらの

絞ら;04' '1注とそれ;干対する政策 ~](I対応を一倍 L ごおく必要があるコ共

イ主的な検汁lこ入る前に、あらかじめ '¥IDS及び HIVI感染に関する基伎町

識を':!r:J屈し(]，、それに対する政策的対f7，よしておくこと lこLょう

i 1 ¥ まず主IDSiこ関寸る/草礎知l識と J;i.I、で，FIいる前句の玄l:..j;について

灼J_jIに轄想 L¥おきたい。

今U、.'¥IDS ;1支大tt免役小企症候群 [ηCぐ;山redimmu :l尽 def~cieロ cy

りndrOffieJ)i Iとして知られる疾病ほ、 1981年;公表されたアメリカ防疫

セ/タ- (Cc:1tcr of Di町、目CじonLrol 伐にじc川C了 :urDisCClSC L:untxul 

a吋 P~.è、'eullOE へと改編j j の*I}~書を としてしふろc_i'dDS;立川初、

その感染者に Iliめる割合から、 同'1'ばよゴ[受?脅守わ品ぬ勺!叫不舟係礼手，';薬革能~:I!j，;

る?特寺主定ヒの Jスク.ゲル一戸六(ド:凸剖il有fのF士病と1苓まえらfれ1 てドた1日{ しかLそ

日\llJS やIllV 感'1~(一ついては、様々な文献が有イ上7る。 ヘllJSに問 tる総括
的〉ι献としては、ミル]. D .グルメク〔巾片ひかるニ中:[:健夫0R) ~ニイノ;

の託「之藤ポ書;，~l . 19931 止び JEA01PrERRE Sy日ER，Tn山 ItlSU川 elsida : Lc 

drjit a la lJ削 f乙 Fditil)llS片目on-R町 hc:， Par:s，叫吹を、 HI¥感染jl件l院する

法的 政策白~，iJI，:、を検討'1るiあたり、 λ10S/!zびHl¥'感染(j)+，k: ~j;\，~;~ 面誌に内主

計るも C勺こしては、 Mへr<Tl'北川←T.T':;;n¥ll';'，;"E，'"cs SαJ!g ('[ lc Jjro:i FSS:li Sltf' ['1 

f刊恥仏、ωηM吋r:il;:l'.Scr:il. ;J川 is.1 ~)9 (-i. ;;--、王た民主再玄「γ("~ 悶する:;j; :ノでこれ

らを牧辺仁亡し、るものcL'(は、 Yvonnc1川 lwrl--[<はinv，Lïnócn: n刊:~ ~，: (]j】c1cc:

yictiηl~S ;)üs~-trallsf lJ siüllll 臼 :1 ← S C:ll ~;ìd:;: ll，t'I"， a lJ j()~ircl'll lJ i E-t CI←可lalll

R.1'.D.，日ム993，p，).2 cl ~をそれぞれ参;1討されたし、。わが1(11) 合引と L 亡 J土、

H 前釘は ~ l~l 社長，U，cが政策的対l心に--_):..'T百主犯:二記説、してしる υ 以下

:ihi己述は、これらの丈以に負う 1ニろが大さ，" 

H フランスで J正、 AJD討を日TD.... ¥吋1(1TO:ll C (:コ1:1111J:odC-'li:-il :1(:(' 0' 

depムeSSlOll2CCjUl記) と表記すとよことがを丸、が、以 l、では涌f刊に在~') l-， All陥

と M う F~êをよE~ 、るここにしたν~

1.-' グルメター前11ゾ青 ι主 (B) 2'1頁lLTJニニーモシスァノス・カリ二肺炎で

死(1， とお歳からお伎の男性 l寸性愛主的事案的判171でめっ Pとい入 υ

11; 199:~ 主末誌に催認きれ九~，T円に守干i:7)う弘、 7;;% ì~ f;r:k.数のパ トナ をも J

ポ;詰 5り(仁日円~~l uru 
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の後、?の;~~~凶が T) ンパI'J( O)破J哀を引き芯こすHlV ヒ、免疫不全

ウ， ，レス Chum:~e i"S1nllleodeficiency Vi:."elSJ'1 ，戸によるものであるとずる

4受苧的 t~解 7) 'i{1 力となり、特定の，!入 7・グループド属すふさのみなら

仁ま J 椅1哉のみなら rnl、伐 ;P よりでも!感染?る疾州であることカ吋I~~，~

~iした d それゆえノ〉刊では、 1-[同f引可1百Ij<"咋干没苦にみられる免1授を陪害fのヲゲ内芥ならず、

i付「寸i七涼Lの免手麿を降d点をノ小j卜、すE戸E、者

l宇次手欠:仁、 主IllSとし叶疾病の定義・ j}類をそ宇認;"，rおきたい、 主!l)Sの

定義については、 1987年の:;[界保健機関ノ吐びアメリカ防疫センタ によ

るうj-i義がLばしば3刊される J これは A;[)Sが;Ji;l了十!の夜病で品之こと

を考慮 l_，、:正弘波的な段 1;1~から叫J惨な抗状を示す段階までを時系列 Vこ 4 設

問に;子類Lて定義したものごある U

ます 1:1V 二 r~染j る〆、持没者の30%佐皮が数j出聞くらいで一時的

に感胃のようなj，iE;:人を司、ずc これがみ 1f::Z滑にうf類されξ ど Lかしその
娘、無症状期(，.¥sympot旧日て cCal、川と呼ばれる第2段階!こ入るC

111 \感染を'訟防つする際に必要となる内清抗体陽性反 I，，~、が検出できるよ

うになるのは、ょの第九段暗j以降ぎある f主主 1段階 CiJII:Vこ!謀殺し

てl、たとしても検出できな1.，) ~，こ主乙段階から、 10ヰから l2 ~îJ-科立の借

り、黙を経て、 ¥llJS月日連邦:候詳(;¥llJSRιlatcd Comp1c又) という第3

~};: l こ ~I;-i ~)、リンパBtf呈脹、売然、卜痢等の具体的症状キ 'J、すよう仁なる J

第4段治では、 γt1)ンパ球の減少による日w込病治、体質隠?号、材料
除4古、 4岳、その他の隙々な4正F ，iL をノJ、ずよ λ になる\~ t攻|部:よそのHE;1ょ

によってデミらに 5つい17~Ij '(":引るい垣市、 ¥JDおとし， ~，明れほ、具体

拘症状が況れるお 3 段F百以降合併し、ぞれより lí:j の段 Sfi とは Ix~IJ 忘れて

しゐる、 以下では、 弁免Aオ従定イ小、V〆4令子己;j;

ふぶhことと!じ〆ハ、 îi世j に1I口1V に h浅F染ただ;け十 σの〕よ~)、主態c 第 l 、 第2段 を

μゾキ.，&::-r;-ー片J民主アれどあり、残:)2~:; % t{ヘァロでクシ0，，.?レのYj久‘ノH日‘林葉静

正常JIJ省、ハイチか九円移民、 1:11.ノj人柄患省であった什め、 こう'"理角ギがうまれ

み。それ叩え、当初は、ゲノ関連免従小全主主;(川弘l日kdImn;llnn--D:-.[icicllCY) 

という{.手{川をあてる't~も存主 Lたという ク/〆メク ~1i需主ェ (1:，) 71 tL 

l フフンスご:土、 HI¥'を日日いirusclc l'i rcl~lL'nり cl{ficL~;， cc hun"}InrJ こ去ロ己

することが多vが、 tJτてはii'i(刊になら J てH¥という主主fii.>eJ:hること!こ
えもし、。

UJ ー ~.Û、抗日三72)28S0 
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IEV感ワtと町'.U、[{別するこ>!こしたいv

次に、 AIDSをもたらす II目的感染経路を しておくことにしよ

~) ~.占j知の仇つ i 、今! 日IV感染につい ζ(土、件的所市I!、内qj針やは

じめ i::-Jる注療芯具;:-Jる:n%染、輸11I・:11.液製剤輸注、 tサ:てc.;，記染といっ

た干支数0)感染針路が司Jらか〉なっている c HI¥'成染宇汗において問足立

となったのは、約:11[.. lill.l{X-裂弁j輪休による感染である。ソランスでは、

血液製剤輪iT仁よゐ H1 \'忍卦~ (ついとは!日必立 1月仁、輸凧仁よる

H!V :，:~-'_)\，では l ~jE日午 llH:こぞれぞれi主主」包れてい 1_，

なお、千背T等のミこ'1iHtrf'll~，こ ffi し h られる lr:l i1i と -':11友病記者のわ叫に ffj ぃ

Lれる;111液製剤;ム共にI:Jl液製剤と呼は、れるが、子制?と与の際に事fIlIlIllに用

いら幻ゐ:1'1i夜l土、不安定内;夜祭却jと11引まれ、血友病也苫[用V"&~) J(る内

液製剤i土、安JF:lILi'{ミ茨手引Jと:呼ばれるラ万三稿では盟主血fr;且止波及び輸出とドf

ぷ士号台にl土不'j;;λI二;rlliYi ~tiilj 及びその呼:iÎ を、 1111液 1，::剤投ぴJ'n液製剤師'~;~ì

と呼ぶ場合には安定Jll液裂弗jノ位びその愉y主をそれぞれおすことと fる19

1行 Fメ jカでは1~)79年か h血Ji..病患背の HI ¥' p，¥黒公が確認されCおり、また輪

川巴-5-1.ついても :%2;r8万円段怖で Hl¥''感染l:t'itl't目立されていた， i" /~.、

ドミ守 ~，tt、 ι れらの拡例につし '-C;';c'，_Ì.t\\じたぬ文の何款を .Jfîf'"fするなどしたため、

これらのシ何のう己表は?よれる二と}二なノむと 1ミう (グルメク・ 2守掲当i土¥1:3) 

277頁}o hなみl、[J不:で長引のへI刀日 di遣は、 lUぽイt.-7 h 2011十1'1，. 0)持:I新

認に4るもわエ口わ札、血波製剤レ HI¥'感染の関係が騒がれるぷうにな、た

のはlD83イl以的のことである c

"なお、輸JillJTJift液と;[:1;主製剤)こは、次cヲ己/:r:'c泣νi;{J己る j

第 l仁、輸J1ll.l土j:Ill i:5( (土治1'1相l胞をnJしるため、万戸熱処理ドよ，，てフイ)¥ノえを
小川性化ごきなしの \.~p; し、血在製剤 l土加熱'JR埋にぶつ Cワイルスをノドl:r，ti:.化

するこ〆がむきの〉ぞれ中え輸血「け血法による感染につし i 亡は、う「血fi'(/))霊山

じよ • -(i\L~:.:r~J) 辺叫小1メ|つれ、 11: l. ìlえ製剤による怯，:r~につ'，" c~-:;;:h~摂'j~f唱にふっ

と感染の河避 7玄関られる二とになる U

第三に、治1:llい111:内(土、持シE，J)j長1:ll妊の1:ll彼う C)1:" J圭されるの対L、11:1:俊
民却は政15ーの供血者(.1)lJj液を法制i¥L亡λ!位己れる。それゆえ、材、出用ill:.液!土、

ft~血認が Hl\ に感染し亡いた場合ワあづても、成主~するのは斗該f吐血省の血

液かりlurされた輸1:1:日II:l液のみであるのに対し L、11:1.1夜長邦の持fiには、
人GfÌ'D~J主計が感染しーしいると、当該ノ '1、 IH朽のmúえを金も令ての u ゾトが感染:

九 11:l.az.秘ir1lとなる 姐常11:[t仮復烈l二、政「から三 Jf人科「支のイ其 il:者。): II~ tr!モから

二日社5り(仁日円)2279 LJ2J 
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121 以上を踏まえて、;欠lこAlDS及び HIV巨主役に閉する次治的/JI，し、

をみておくここにしよう。

プランスの自由拍:事業は、195:!年 7月三:11の法律(、ょうし手京市:ゼンタ-

l' J.るiJj業ぐり5!l{1 片と、 1111 法の採取、 1:11'佼の処淫及び :íIÌl~製剤。コ精鋭、供

給、輸注についての枠組みが規ミ5れとこの法俸は、供血カ任烹、

叫催、 17ttうぺにょっと行われること、 1'11肢が人f);の 4訟であり、}ノ来品こ

区別して扱われゐことヰ基ベ;原口IJとL、国の在、町キ受けた牧市センヤー

に、輸盟事業に関する排他的こ:1[.1[1をjcりするものであった こうしナ P

い組内のもとで、 ノランスの 1'1í'Íj:l宇奈:土、思!]二大巨のア L テによハて 7~、

7JEえれた私的機関や県または市の公的機|討など、 1082引の段目昔 C18Uを

主さえる輸出ヒンタ-，よって独i:!:iされていた"

輸血 中液製剤捕;土による HIVI京証ごについ Eの最初の政策がJ対口、l士、

|悩 6 月 ;~O 日付けの保健~if~主主主 );:~J長 \direCléur 肝nén，l de 13 Sanle) 

による次官述達 これは1985<:'-1 J-i l6ヨuこ再段通迭されることになる
である υ こ ili止、 1982年 7 月にアメリカ防疫センターが奨劫して~ ， 

丈;It京をr乏げたもの r-ZT)t) 2二、マ長，;t~カイ且1;'11 によっ るニ，C、その

三るため、fJと血巧のひりが!烹染していと場合の影響 ~t輸血出血流より b 苦 'j

ぐ大きなものとなる ιいう「

i"持する政治I};J対んじ、が械rr[):;I1TI.以こ In悦製分I とと売なるのはしたJ'~い

を反吹したためである

なお、 lU~2-'~- 7，'=:2:: I (F) i)~H士の土~~t;: 、公民作i'/.t';Ú~1[1 i，:ぷ;アレバLているが、

主衆衛生訟に.-")いては、ての{主的伎 I-~ なる改ιによれ、 19 ;，~?:担当時の規定〉今

日の1Ll宅の対 l、何千治が必 qしも明確でないυLたがって、以卜 ("'J)叫述におν、

と:ム公定仲一生以、のほ;2じはなく i注目JnU、1]./，(引;n，!るコ特に断りの仕lミ;;H1') 
(士、他。)法j?，t，:-"丸、ても1，'1.1長である。

21 た l.~'L、与機認はl点J:J~() 2 ~， -cぞれそれのJi1三じjゴ1ぜ川一lIi!:I!)J~，、 J*山か，

血液製剤の製法、さ同に各フ桜絞|割への官げさなど込忠 有~iì_以外的小てを独占

L亡fう。した刀、勺亡、号機長;を紡fil;寸る機i王子治、存イ1守るわけでなく、つtII:I_荷

のス 71j 一二〉グ竿も基本吋には1:~:~UグJ機巧の判析に委ねられるこうしたM

吃[王、 19;)川 l!lll'ジ)i'た?干にようでノうシス 1:11，市総司 ;Eull、1SS，':Ll ( :i 1 

hança;~; ~l ，~ s川引が設討されるまで荒本的に椛J守きれf二

..γ メ"プJ防正をふ〉ク l工、 AIDヌが消液¥'"血仰を息長fiとすおウ-:)~ス刊の

繋%とifrずあると ν う'l!"iPIIをす之、ノ。ールされと v-，ないIJ止J夜弘司!のH8C;!':べ"11'，
UJ ー ~.Û、 0: 日三7(;)2818 
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1'1去の見泊しが緩めて円い、ものであるこ炉、そして病状!:t急速に説化す

るものの現在的段附で治療立が存在しないことなどを明確にし刀、子ヰ

輸内 Eンタ-， Iニ士JL、その11-11，;桂析析としてノ:lt市1苫に口忠平質問21や通じ

ての問診やスクリ ニ/グの実拾を促L、1-'-(':'士主主干麻薬静作常;IJ者。〉

供血を抑 11しようとするものであぐたυ

ιっとも、こうした対抗:i，多くの関係機認において、実際にははと
んととつれ乙ことがなかうに その迂臼(ついては、 J[乱立が強制万会丈

い Eいたこと、往生活に院して日刊すること¥の謄慌をはじ町と ν て

様々なものが指摘されているが、絞lこ多くの訴訟で何日去となるのは、こ

の時期に AIDSに闘する科学知識がま隊古のλ犬況であッた二とである c

すなわち、今 1)では、 Alム)Sが HI¥会吉区介 ζ r;{Jウイ Iレス性の感染

抗?ゐること、血液によ Jて HIVに!誌決する lリ茂↑土があること、 HIV 

感染から λl口氏 (J)発注までにはかなのの市f人民，"1があることなとが知FJ

れているものの、先述した通語の!nきれた1983;1'， 6 ;-jの段階では、
IIIVのイfイ!ーやその性〆ごじついて転だ早いがあ Jい、 /¥ID日が IL¥感染か

ら長照明 会ヲlいする渋ヲ丙ごあるよ「もl:nられていなかコ また

I;;r.-rí'v)問診による選出とい》た予防供~-C)~ り ili;;i":'奨励したL どだし、こうじた

痔泣 :， -~}j ~/て(上、 H 珪法省|嘉夫、 11; 友病協台、 j工品「て洋品f<~珪同伊山心とする

棋院かムかな"グコ抗議がなされ、 1分に普及Lなか)t..-(1てもいわれとしゅ
"ただし、民い九れた表現形式は、没主を山避するために、:1， '記に相らにら

れア二遣の(''iちづfことセオ:る、 ~\'I.-i\. IIu川 t，-c{'.S1Jj庁ぺ llOLハ 13，:d4合

'i /;  R 1-11 、の 5é 克!土、 19({i年 1 月 2~)R :二パス人ワ ノシ11ア究げのい、 !¥-Ioηtag

llicr 0)研究プル ヴ 1 よる L¥Y ¥ 1) ンパ ij~ aド，;j，iIγ'; A )レス

[Iyn:pho山川い:hv出 SOClateU可irusJ)(7)分断仁主ゐものごあることが知|らH

fいと》が、 Hウイ )vスレこうい -C!j，、アメリテ';:=J ¥'/府間究所ク)Robcrt G::doらに

ふ勺、 ![TL¥田、ヒ「 ι 細胞nll:l.川フ/ルス町 [b1;ElanT-ly:lI flh()~r()j川

V1H1S !"-:Vpεm] )であるとする見併もぶ C~， jれていた(なj人当j待の論争の料1告

にコいては、泊予の与当事者が議室在L/::')ユソク 壬Lタ一二一(小野立ぷ司" エ

イズ I イルスと人間の末、l、紀伊国Wi号If;. J 9出]7:頁以下を参目召 Her

江，dcによれば、二うした争いl工、日1¥をた知的作イノスとみるか、出t;;IIUJウ

イルスのひとつとみる井、の迭しえ 1ぇ I:~: させたもの cあり、ウイ 'l ス.r， rワ政淀川;

んトL乙i もノ土を止と I、せるものであった M 主H日じlJllぜ sμpranOLe 13. p.~4G 

日而山・日liH司作 (12) 日頁、 へTDSがI;[V思討とから長期j苛を「ごと発症するモミ

二日社5り(仁 S6D) 2277 1141 
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この時期にl止、Hl¥感役者を確認する直t('占ie体検存誌が、 [ . /!.ょに確立

してνミない状況におにたとえば1983ff， 6 月に開発された "LISA~ 法 (ðt

素-T~~~町免疲測定法 ~r;:.mU l1íJ -Sorbrnj ! (~、 t;Lぐコ

さり AEJ只弁わカリアかJ人のうち40%天皇皮しか1:11清抗体陽性反よ、を得る

こζができなしを不完全なものであぐた〉も L寸dL-CいるJに

この 4うに、沌迭がtHされた時期には、 AlDSに関宇る某礎的な科J子

知識宇っ[うれ常しておらず、このことがJ臣、主のA長行会阻さずるここ

となう丈のである。こう Lた状況は、その後 ¥IDSや HI¥の科学的解

すjがれむとともに、手)~々 lこ改主され工:れ、(ものの そし1ぞれにf半

い、|ヰ!診のil立!局、淡泊1Í1I~i夜裂斉Jの;発!とその代伴倍iどとしてクリオ製剤

へのいl帰均三、μ引勺上うになるが 、少な〈とも 1984年キ通して感染

iロ1;堕姶置のit;SS義務'九千を担保できるほドには十分で長かったレ超え h

iLb"-に

感染回;制告白ーの本十件約な法制J義務っけは、 19己5fr 7 Jj 23との2ツのア
レ子 J よるものである υ このアレテにぷつナ、輸市町Jf:l液につし円~ ，土、

190 1.)11 凶行 1 円以降、弘主血 g.C)~立[治 IU半枚配が:削寄っけられ、且液製剤

についてl手、 1日85if.lOば11J:J，寺、健G/保険による償法 I1とロbリursemεnt)

を停止ずることで、そのiだ込/五%質的に1'rJLえれるごととな η たl その

後、[，，1年lυ汀ZOi-:付げの保健衛牛総局長通達に仁って、しているYfT

101であることが知られる上れな》にのは、]訟も1守二;，jJ;fのこ;'-，である少されて

し、るハ実際に、この河期に回-.lL靴JIl+: :-タ 力、1:1友病患41を社象に実捻Li調

会?では、 ¥I"JS呑先祖ーした，r，Uti-のみがノ材教とされ、 III九キ vリ7が対象とさ

アなかったりこの両ヂTては2令:-j()C}'，-C) fÍll友病患者がよ~'1"<.とされ校芹(1)九1 県、

。人f(';Cが伴巨Eされてい丈 ν かし、副査結巣は、これらの者がソラ/ス以

外の毘で輸血を受口トことを戸市iこっランスで波法さil./=血液 :tl~~IJ:.よる議設

を台7fごしてし iるc

~I グレメ 7 ・前J司書i";: U3:山市

ちなみにゾウンスでは、車昔l凱泣ぴl川奴裂斉 lすれl札ザヰ服役ーの受H:le' 

従らのなかに以1ft詰や同性愛!ーよる lll¥感染者が多〈吉まれる から採11

する t官れがあ川、それに上 J て恒の~よりも Jにさとc 百五害がも?らされふこ(c.. r 
なったといれれているυY.Lar.lbcrc-F2.1V:-C. su伽 no~c : 3. p.'1ゾち 11Iくt;し叙
におけるほ~しの危険性や認故仁、それや中 IL' ，たのは、ストフスプール rコ附rm
セン々ーであったが、それども1i)お年g)Jまl.."lこう Lた憤h1J"経持されてい七

l~fiJ ー ~.Û、 0: 日三(8)281行
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能性のある非加熱血液-7，~-2TJjの父1すが全対的 i こが 1 されるに宅る

かく Lて、申告:11;・111液製斉Hめ訂こ4るIIIVJ主染にういて以、守党人

終11午Tがき了たれるごととなる r 〆かに、 このえn(こEIV"主主主苫は怒号告トカ
1，:'].白山し、 19S5年までのi品jr約4.000人の峨JII也者介以01，2犯人(乃Jf:ri，dX
忠苫が感染するこシとなった叱ふのため、輸;H.血液渋創始注による

HIV 感染:土、 EJ80:~j- 代絞半から 1990 J:t- 代初Jめにか lj て、与くの

争われること lなるーよ1 ーや踏まえて HIV感染事件ト寸Jすゐ{ム11守，，]壬

を概制するここにしよう J

第2節 HIV感染事件iこ対する法的責任

呉私的な十えだに入る}IU:こ、あらかじめ日:Vr点染事刊の法的責任(見事費

ィェ・ lrfZ責任)を45λる4えで重安となる宅取を確認してお〈ことにしたいv

まず鳩山事業によってもたらされる抗竺ーの責自については、 1961イ|引

R 2: の法律が規定してし』るが、この法律 ~it)て内によって íF:市若が被コ

た摂宍にワしてのみ粧過I仁王iこを規定しており、愉且 a血液製剤村ITj'土に

よって受 '1'1者がも;1--) たお岩について lt筑í，~ していなかったしぞれゆえ、

輸出・血液製剤布告注によって受:t:I手告が被った按円につ，'ては、 HIV 感

に主るまでR:;:"tや千正文伐の ~ri 士E 争ょが泡川され、折、;うの干1: わせ渋王室

が形成さ1L"(きた

受11::.者の伝吾を取りらく判例;j、理lよ、ヨド討に複雑なも"/)こなってかり、

輸市1 凧波製剤帝京伐による EIV感染においとも、関{T-:機関の怜質目当半

省民係の俊弘さなどの占よって様々な議論が展苅されたー，すなわ

S¥'lhnnの推計;一ニtUJ、1982fF-末までに約;:;0心人、 l!lぶ;午苧vどまでに約l，OOO

人にF炉まるが、それから[問日年ぺ、までに:3()(I¥i人を;li:えζ感染布が生とた

)"ムcl~ ，;l Sclbο!i， Lc ca，> du :>♀ 11只 :::o"~lan;illじ conIr:)!l刊♀ 11 pnnnpc GC prC~Calld r);;， 

凶， !J princite 11('ρri(αu{t，)ぺ PIl:Li?F'τK01::::1お:c，，'FT (;F¥l仁¥'1仁FE、河R、fα 1)0(;(
11ωllfi iνmF叩 lI('r川 c，Oililc Jaιο11， Paris， 200(コ!っp.393C~ ，<;なお、 1む86-':-:2 ;Jにノ
ヲンス訂正弘友州出者のほぼT数に二i丈るふuuo人を対象に :J同 i'i輪山七ン
タ の，TI!;J1tによれば、血友病界有の血汚抗体[>，;，1つ';;Z;，j、内村病室(土5;).5%であ(

たと， ，うeグルメク印刷J司書f+-(13; 28~1:L 
な記、今円一Jは109お年7月1円グ);.j、14ょによっこ、コl()()年l円1日以降に牛

二日社5り(仁 56!) 2275 [J6J 
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ち、 HI¥感祉事刊では、受1II，在ないしその道県か、凶、字詰Ullてンタ一、

出療機関、出師にだして責干r ェ~};z を千ったが、このうち :_1 0_:以外の存機関

(翰取センタ . f"(j京阪間) ~、ついては、その件~~ 私的機関である

か、公的機唱であるか ld よ"て j法裁判 iYT 山村:$i!f;:~ ~[Iするおイ干弁1:

ú-:Ii~判所のにHIiする場企があり、ドちらの管拾におするかによっ、

j百111される規範も異なる。前者にIJI;-tる平件:辻、受I11者・嫡]:Il-t:シタ

宍h~t機関・宍自11 のそれぞれの関係が契約関係として坦解される 後述

寸る 4うに、伝統的な寸I]W;U、刊は、医療代史・医師l云血者の同ばかれ

ごなく、輸1111，セン々ーとそ I111者の時 lこも契約責任に閲する却$íを;，~ffjす

る のに対し、{王者にIJIHるゐ合には契約調係が否定さ札、専ら公役

務に関する翰内七ンターζ|矢料機声明の;d子のみが問題とさ丸る な芯、
伝統的公fl，例法制に上れば、別帯に月日寸る v烏合には士号過失言雪11:が、後者

に服寸る場台には過/~責1H叫，4!flされる v

二のJう:こHlV感染事件の治犯となる判例法地は非常に複雑なもの

ととっ「いるので、 rJ，--F "CはまずlI:V感染事件に沼「る法的支任を、

過尖E1工1--Jjjj:~邑 f人主任レいろ問点、かり怠J[nするこ κ にしたい{判例 . t主

ム 1)似ていrfJI1され丈法律構成 不;1;1;為宝引か契約三号引か l土、それ

~斗奨片.，濃い t-it-;泡ではあるものの、こ二で立 ι 入るごとはできないっし

たがって、必安な抱対(("1寸脱出J(，-~百及するしとどめるしまた、 111\ 感

染事刊の古イ工土体のうち i豆町J(.こっしふては、比較的初期のはji!、宗X$IJ~!;- Clノ法

ァ1)'刊にその責任を問うものが散見与れるものの、最終的には車 f!I:l -i-_，:ン

ク v 、安療機関の貞行に試行;iiì7){~1正教戸れていったため、あまリ I-，II-J認とたう

ていないじまた、行政裁川内、台いては|矢;聞が公務只として伏世づけら

れるの守、ふもそも医問lの京?ニが問題とならな、、したがて以下でl土、

とた輸1:11-にJるJri:7;"¥こ討するτ，1千カ制H:::~I~されている。 iSJ法{王、ブラシス 11:1 イ先

機関と両川の輸IEI機関乙の契約関係を基礎としつコ、 f同引の機関の責任φァヲ

ン叫 !I:Iけ投開が保ií章づるという形て責 1~ の所有心 元ノヒLてvミ，::;-，<)ただ L、プ

ランス止液検河のA-汗{土、あくまで悩引の輸出機関の当↑名古首長tそれを保併
するとい-';fに位貞任。)三式をとるため、粘来的にfi11を回れずる主体がぬ主主主巴

主之さ'"ることになリ、ア杭七討を複雑さを.Ysdかね会 l、という批判lもある。

);d i日rf~rtll;S. H2;)は:1[(-'じ !)CS:_l "aI':.;fL <，jり1lllel日 des v8i日" e: (h一、 γ("pOIl詰ピメ COIl

しfιtiじ川公 cc:-，()ril山i:->c~訂 i [i(じ九 D 主的 1 ， chro '" p.17イ5

1"1 ー ~.Û、 0: 日三日目) '!81~ 
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注目町のt¥i工については必宏一な範凶でゴ」えするにシどめるこシとし、まず

輸111センタ(・|夕、療楼現の責任が守j.).1となった司法，:;&'1'1; 0Tのれj例・ J，J(判

例ざトプ也、什引こ検討した与去で:.1¥輸而センタ}の長打がJ'r白こなった行

政裁rJ!lYの'1)fYe .裁判例改ぴ半島'j:1ょj;3ft l' 1長]するド!の込~llil)権以小 1J伎の責

任が問われた行政裁1屯所の判例・裁判例を検討することにしたし

(1 '1 司法武到j所の判例・裁判例

まず伝統的士判iJ;V、珂を-:erしたうえで〔川、次に HIV感染事i'lにお

けるての〕式市をめメること lこ L'、最位にそれらの判例・裁判例について

の学説の汗ωをHf認する三とにしよう :cへ

I，n) ロj川、裁手IJ月:'~什U例裁判例には、 IIIV をi:中充的 J公判p;:]

iJ理的主主土、線上にf立岩づけることで、ね;1'1'1:ンタ I九

責臼を泌すものが多い。ごこでし寸伝統制Jて，'iIJWi士山とは、 19必i，代半

ぱかっcil年打、:、起きた拘奇輸順守i件を として形成されたものであ

るつも)cl-も、判例は当初から辞退'tこRiこに立111:"、しコた Y いうわけご

は辺、nもなく、むしろ栴卒新i:l<1中件に悶す之子:1込の初問のものは、1';，
失，e'{'fJに基ついて、輸血七ンターや医療機?と.11I川のn11手判断ずるも

のがほとん jであったへたとえば、ノ引j控訴院:940主 .1只25汁

切除予約の際に止された市f~GliIで判手寿 した受証書が、医的yiびその

保険会粁:こ).[して j~否賠償を請立しとポ索よ、輸:I[を処々しと医師の

貞行や判断するlあたり、 反目11:の，Rf:を治宍，Rf:とじたfJJさII之民半

ぃ;li193G年， Fe:J '-1 ll)決の説'J、::̂ -'1y( tJj~ しうつ" 矢崎が';iil!.者仁対Lて

なお、 1%之I'P_7月21:]の'ii、f十制定以AIilこjゴ，，-，ごは、輸血センタ が恒 "1の

区船後閉め 部門にすぎ~かっとどめ、輸血センタ に討する頁正追及よ λも、

医療忠治l込に対する背任出足元一多くみ lコれる

11 Ca~;ちじ ..2八 n:;;i 19:-lG， !ノ 19:-lfφL さラ ip[JOrtk J(l出 (~:";-F:d ， cり11C1.p， tvl;，引十

日0:，(E. r ペ 1~J:)7. 1 :.)21. no:，c Brr':fiTl治{IT\.~-I京 1 〆て照射された X市民に主うて

顔の粘膜に投射絞主屑長を也 i!被dご音が五いに対 LてJ員三一居間を諮UJ宇
Aさについて、「わく凶とさの主主十lどの HJには、 I11当民に起しご、 ;、く明確に壱省
を治療。る約務アミ;まなく、 1， 11 1 肝内科 J子町~\l;史に iflC L7二良識的で?+:菅波しペー当

とをその思J可 l- 勺八五〆J泌を(半~) 11貝 i誌の契約丹、形)比きれているJ とした

二日社5り(仁 S6:J) 227:l 11只1
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丘地する契約上の債みを ;--f+'?f'j!0to;乙に適 Lた長識がJで注戸、涼いず当ご

をそのE王者「受I11者こ'Iff:j気なく与えること lにあるとして、自II必7
点、j] 使用苫z主任;、汚 TるI:l84条[)J買(翰閣の担当者寺子術した灰白:1'

の波川哲とし、七三:'irfjcrコノ吏lzj苦責1千を問う 1、i間脱出{-t:(，_~ i_主するlG2;;:5R
グ〉透J討を汗定し

しかしそのft.:、 1952ヰ 7月21臼の法律により輸出ゼシタ が楠11:1平業

千独 I:~:[- すゐょう;なゐと、手話収センターと再芸品!~\;除問のそれぞれ:対して

責任追ノ/fがな与れるようになり、山者の責任を無j8)、責任こ寸る判決が

寸[7欠うになる J

ま「協 IIIトンタ の責任については、検111ヤンデ が受jJl者に対して

fPljftのない翰内応措液ー内液司会供給する法務をfitcL 'c，.ることキ
科:11に、争f7::尋l己責任が自宗されるように会る n 盟主血で/デーに?でして鮭

」 σ)判決[i、今円に詰いても、民自IIíの災担ずる~:!約上の債務を手段þ;j百ぱ九欠

貫 とした j フォシグ・ケースとして河1;.れ Lいる。

に C 八 Pa r~:九~~) 川 ril194;)φ j)， HW-j，l9U， floic i¥. T:~ Il~: ; ].c.P. 19~f;. ;r. :-'.161 デこ

だ l 、:の判決l土、夜官;:ju;，ごのf;':J主Zf'hTl行Lたカどうか この事件では、伎

山者:~tj'-9 L 定期検青のみf: j!ょが道切であっ手か，~:，."')かが'1'1わ札口、る は、

医始直行を恭平エしてではなく、ロリ規範苅な判別Iに.GQずる》し、前果苅にじ互

仰と保険会村内責任を 9'>~~ している o [犬痔核i王子 f:.z ひや，，~O)τ!{-千につい工は、 II:l

ii~; 輸 lJ のすて案にコ v て手段位Æi .:返失責:壬)こするものに日行 Ci¥'.fミrにars

l~HS. JJ. l~ト口上 217 、持毒には迫 I)J な検企ヰ完治 :/l、場汗であっても発見で

きなしり位伏持l伺があるこ}、及び海毒感染が十長.k(.こよ〆ては発見ヴきないもの

ごま)勺たことをJ宮市に、いく自licつ占f上を針廷するもの (Trib.Con 日ε:日 iS

d('c(汀Ihn:191~'. D.19'18 ，ム 07 人 fl';，I 1音が 11.乃開けな l 叶 }，~i見で杯 11:1. がなされた

亨索Jついて、統lHした伝却の責任やのノこするもの (C-¥. Seine 父d出日itl:)r(-;

EH7. D. E)ij 8.1~)，~.lもあゐ。

輪車セシタ の主任いっし iては、輸血七ン々 の選択が受血青山.F:¥Itにぷる

ものでないこと 換言すれば、輸は占シタ ;二民主理除 It~J ，~契約 i剖係にあると

7ても、交記者との問にはしりトなる契約関係もな1、ごと さ〉埋I:fニi:.こ、 伎の

不法f 九支11 1'院ず 61 も8~条. l:ig;す条が7担it1，"れふとしつヘ ア万 ， ':tl;1新
するjE日重要lなる堤111昔:~.~~，J' する定J!l}検査の何度にコいては、区療挟よ司泣び

医院の高↑工1-:[百j様に己主的十口t1Jを苓準?して r.はなく、 1 ') t~範的なミドJ 陥♂に服す

るとし、結果的に叫i:'II:l 0.::シタ ν と保険余計の連'午責1fを再 4えするものに A

p川'.2(; ハ，'11948、n.~948 ， 27~ : (;a<:. Pat. 19~8 ， 2 .42，) カリうるー

UJj ー ~.Û、 0' 日三(4)2812
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よ市失>{1工モ:肯定Lたりーデ/グ・ウースl玉、破自立]:j;;ス宇第三部19;)4ir: 
12月17l::i';:iJ ~夫である日ロこのせ決J土、申告:111: によって場 rjJ に !ii出染しと受 1 1:.

苫が軒llITI.センタ』の不法行為員れ令)6及した事実ドついて、「付会?哀惜

〔医療J f互設と48if-:ilf.-ビ/ケーのl品q符結されたfr意子、長三千的処);を実

る λ めに、人U7:忠苫[受n苫〕に l~ill 苫グ〉協力を与えることを日的

とするものであることはほとんど異論りな， 'こころであ V!、 この台

邑l立第苫のため(す£契約(はi~)Ll l31 iυ:) pOU1削lrJじであゐと Lた J

そのうえで、交正ι:停が第=斉のえめに寸る契約の，去主義高であることを州
出に、 iìi~，凶 l -i::ンターと主 1111.守的問;こいかなる長約関係もない('::工、

輸 1:11トン々 の責任を〆.f法行為責任に322粂.1:383条)と伯日決定した

1ff";'IJik'字続投し 輸凧センタ がい~~肝機関に }J ~てH5日ずる債務仔石

川ヒの心い輸血m正Lil1 血流':1斉'Jを供給寸る債務〕を血者に対しともι
鋭的なイ九守とし<4+日さい :--Llf.-rt人[乏J[]i卦、が長する権利を有す
る誠実な給付を実地しなか〆 lたこと lに対して輸liEげンタ の責任を訟

めたもの?ある r このうリバ:土、輸Ifnセンターが;邑失去包を;:tうのか、 F

3品尖Ef工を負うのかについてIt刻己していないものの、事員四センタ -r

J人除機関の辺約が、受 1111.者の治原のためにJ~1庇のな c 'l~llllrl lJ Illiili -1I11液

製剤を-IJI;給 tる摂約であるとしたた的、その{去の苧赴は愉白セン々 の

:JjJI~邑フミヨイ子守訟めたものとして理解しているへ

1今 Cz:ss仁i¥'. 2ρml~ 17 décct1b~'c lD~， /l ， D 弓9.35，:Z69， nOeC R. R，]dierc: j.C.F 

19~_;4_ TI. 8490. 110忙 T~. Sava↑l引 ，N. '!' O.(11)， l%~_i ， ;-j(¥¥_， (lh~. II叶 [¥bzt配id

れこのr.¥:ついては、もともとノ弓/スでは、売主ぴ)irJ I;I[ +11. fx:を売買契約m
L汽 者に及U>f一特例n、埋が内くか同時 ¥'rLてお打、海毒輔'1111')f11二をめく"ごは、
，yt:ヱごある輸血センタ が'-/[;'12.梨if，!j引第 {;kあと命受血:r:に刻 L、一取寂担保

をfHDするかと λかがしばしば予われていたという事情ら主憶し、おく必要が
あろう t ただ)〆、 7院批戸1Z としう íLI:Jl f守成やL乗る場~-tには、輸11:センターに|供

療機関の関係を売日契約として性質決ノヒすることができるのかどみか J更戸
すれば、合意の対談Jなと物を古事業に問 Tω物に限定7ゐワラシスKiJ、11部長
L的関係で、人体の 却炉して'f~弄つけられる;a波を売買を1約の対象ルするこ

とができる(})かとうカ も~': /T となり、~_C) ::Xについては、 19に年 7rj2i日

の丘、伴及び19~A年 1 月 lG ヨのァケレにより早主人LLI のI:.J忌と ic:ili'7 (J))，札制争史件

じ刈 1~f'r:ろ 1:ll恨の設t庄が認められてしるこ己治山吉こする込解が存討する反

二日社5り(仁 56;)) 227l Lco] 
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次に、輸血・1IE液製剤輸注を処方・ ')(iiI1iLた医師機関の主任につしもと

は、輸1111七ンタぃと!日Jhi<に、かつては辺失玄t とTるJ;:!.鮮が:主:!'ic(:りであ 3

たものの、段取センタ の員f-~l/i無担宍定打こ存刑たこと会受けて日、

)Wij旦った貴子千とするものう、優勢、を 1;めるよう仁なる。羽交i生院氏半端←品目

19~)fj iy :1.月 4打判決 t血治の皮下{士喜:によって)支海に疾庄が1:.じ、その

治療ωためになされた H:fこ皮肉移舶によって、そ:11者♂)Itsに広範刊に

ハてしまった となうた打、古病院が、 H礼治の~-::::_;-主苫では

な:.i占有、立病況にJ:x:!2r::tと':1:に関するl:oiく;()/ll条を透Jiし丈席、審判決を寸、服

とし¥上司した)r土、民手干(受1111者)と私立病院の問にJ&立し 町+
切だh 、

せ土者[受'JlI者7が私、7術院を J日汚三年jに(己紹せざるを↑!?ないごとから、医

薬IJUJ 関するもの!ごついてこの li失桜)終明(:X，J~I卓、Piik-)デ定義 l た債

務{夜明記保)を台宗 Lごしる」レ Lて、 版記1.1;11*1二認する民j}ミ16'11

~にHd也した口ーと :n審サrrLlこ行き活ぎがあるこ亡を認めつつも ;欠校

機i持の責任を出走した結論そのものは、正当として是:とされるとした計。

この判決ほ、その後の学iLJ おいて、 ;:~SEt[1完と同様の必め l の債務存

主精機関に涙したものシ~ TJ'I'解され、今円て;土挫過/2宗{工を認めた

1) ，__.ゴイング・ういスとして ;十られているご

証Eで、 t;Ji+~i-~~ 1:1:， 4H'1 をめぐコてほ売買契約とみることを汗決ヲる 1'1];丸、七 A
P:jl"is. {;;') Tv ， i~ 日以。日i'叩l' ot(~ ;-)2.1 ら什ー在するなど、判断がfr;-)れていと

次にみる!渡辺 2花氏事治 l 部195~げ~ )j ，1 ::吋 U:の E うに '11利二↓円心'引きっ It~，

tEJí!l るものもあるが、 ûJ-f~構成 L してはJtl ロのをJ約百粁 i 陀 7るフランスR

'!c 11ι17条に長需を壱くのが 般市であζ ょう i.-.::ttわれる v なお、)の主につい

， '立後八一 を、また11，1液の該淀川「能性 伎につい1は、 FT!日VJl:;~)A ， TL ， 

! ~ c可 clws;:s引 !ts(川 Id:lllS 1:' tο1ii1l1!J:，'i/ (111 selis dl:' l'ur!icie ! f2ii du Cυ'Ic Cii}il， 

pn: ;:;cc dc J. (; hcsLiι 工G.D.f.， P8r:s， 2002， ，';'11G仰山 dsをも参問。
f{och2re \土、輸血セン夕、の射て~:A:古 J工を ;:1 J?しがほ段院;え"第2市19刻字

1;; J J 1711 刊決の ~l 釈にJついて、|五療絞似や x おの負 r門する債務を「設i責務 G~

失責任J と性質決定することが l公的医療機関も、医師久、 i，L';苫じ供給公れる

lれィ}が民質のもの1あるかどうかに白l宿する引!立が企し 'J という帰針子導くも

のであり、小当であるど批判していλ、 R. R()dム仕c.no~(' 対日S C8品仁λ2e[!lf-.17 

dtcぞれ brピ !日に4"n. 19:':; フ71
'j6仁ass.Civ 弓】己 /1lhrict弓9.30，D 弓9.30，:53， notc P. Esrr.eIn: ICP. 1939.11 

l104G. [l(JlF H. Sav叫1(-'[
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i ~l" このよっに、{ム統的な判例法攻:士、輸血七ンター・ グ〉京

イ干にワいて~~~~失玄 {τをと定し、車両 11I事業によ 2 て損害を絞った受 1111者

企救ほ，~てきにわ H1V感ゴ"ヰヰiどいこ問ずる多くの裁判例及びf手訟は、こ

うし丈 '['11"刊の延長以打、契約責1千じ共づし γじ掃討11てンター・医療機関

の相過矢責任を肯定している υ たとえば、パ U"司ト陀lω1fr; 1月つ8円判

決 (PI~o)i祭にが 7 た愉 1(1:. U9S'lJ↓一二月 16引によって百JVに感染略

化亡Lた受凧苫の遺族が、1*係機煎・外l千房企牧市てンヤ lだして按

?刊訂去を1吉求した事尖土、輸出センターの責任について l私立病引こ

県利iJl:1センターの慌て、締結された約:立、(:11 Drr') ゼンタ'--l/-病気のT
当Cを喜袈号約寸るE医:療看1議主嬰約 (cωく()η区τra抗白les以ω()、河山1I川 1η1吋 1忙じ山丈訂) でiは土なく、

;~矢布抵必λt 内長処ニ/んJ 寺校J行J すゐため: 市内11液寝苓{伏lt汎均給うすゐ毛当4約であ/ゐ:ム3リ」 とLて打冊任込遇主宍

責r任Lを;自1')定3主ミLたつまた医療機坊の責任についごも、以者が牛疫機関をilt 

絹tさるを行ない立場にあることを与忘して、 J民:11:1:のなし三;1'1;女史剖を供給

する債務があるとして無法失責任を自定した ~7 こう L た枠組内は、先

述Lた伝統均公判例法理在Fはきしたものとして浬解されてV'るザ J また、

す7 仁人子ιlriS.28 noャcn;brc1991 D. 1992， 80 川 lCDo円;，cr-D()~ivè;~ ; ICP 

1992， TT， 21~-97 ， 118te九1Harirh礼ux;J'.TD.cit'.1992句 17 011メド υγdclin

Gαz. ['，i!. 19D2， 1. 120， ('011('J. (;('orαCck出 ll，一人 nr:Lむじ P;lι了cなお、 こUJtIJiた

の原審判決;あたるパ'1大;審裁判所1991午7月1I →刊lJ iKb~で様に、医療機院、

外科医、県輸血~:-~ /タ とそ血有的:Filにみられる認約関係の竹 J迂が「黒お[受

1:'ll'ilが契約千日-;--.-: J CF互療従i有)に必然的にしなければならな¥，，信用によって
不詳わるものとあり、後町[ド剤約批~'(r にたJ '_て、 jiJlえする治指ド|均にその件

E五千それらの品目によって応える 11:1判手慌九ii ([仁川rnム打、的所 ij，':jccLc、}寸る
j;耳も?を千七日、しでし、る J ト J て、、ふハ T，G.L ?aris. l，r juíil~ア 199; ， j，CP， 1991， 

1l.2176ワ noL:J，.':. Ed"ich2.L1Xなお、ニれらク)':':j決については、ロ・清掲注

a2) 3'1 itも参川

4え Louis;)llbouis. Sida cl t: ansfu弐1011日ang，:ine'r汚SOllpl i只scn:付11:de:、co
di~i (j n~ c[;削 iqUt'o;d:' :lli~c tr: jcu (ko; 1じ叩tlll白川 l (~ (じ日1'10[:肘 1川討 U 日 nLl:，

日ζ:;，dr. 8011， 3町立前L)).:17;')なお、この判決いつ"ては、輸血七ンタ ζ 医探

紋|埠のl羽もご、を ~-J 演でれわれる IÎ;l恨の譲Hl (ccssio:"'.只 dc"ang a iiLrcのnじr(''-1XI

こυてyじo契約にうI"ょっけじ三日詳しといる山台、受 I]J者にYJ批判保 ;7-)シス
民法11ぃ1 条1 に基っく契約この吉，kSj容を ~~_~Jとる?育成にも "1~制的であるが、取

牝担慌の包~mJ;';，&:時効(ブラふスよ己;人{刊行条 J か I~I笠宮品工めじ、輸 11 ， 1 てン長

二日社5り(仁 S6J2反，9 L"21 
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その他。)l"，くつかの事;;えには、輸血七ンタ が給m:.-~主主を独占してしもる

ことや、輸 i:1."i:liii製剤約注による III¥感染が人河の〉己全げに烈ずる

侵害;であること手埋「ド仁、 4判長な安全債務が、病気の r:i"iJ，~x 11-11 ;-~する
θH干遭Lたあらゆる子段の採JIJを絞らl義務ザコttる」とするもの干ミl、

輸立IIセンターが受:且i苫に対して安南債務を負担することを理向として、

受1'11.者が愉liil七ンタ に対し に}員古賠償を請求することを認め

るものなと拾すみられる古す ;1'、それム l 〆山、ても基本 :'I~( コ訂云 i~ftl冶な

法刈を主主要したものとして刊i鮮されている"-1

I，c) 以上のよ与に、石JiまよL判所によって卜された判 1士の多くは、

t，' : 主 ~J~こ痕のない生μ物1 けを引き i慢す l 告:r fJì: があるエ Lt 、;~;征担保::' ~J な

く活出の児約頁i'，ブヲンス民主IH7条}を揺ノ回したものであるとする指摘も
"コる。 九f出 jv-L山 c'Morancds-Dl'1れ仁村L{'l し'()lI lai l' ~l l(ll;~)ll i);1ν ，-raいらfII S ~ () ~l (] i， 
vir::s du sm八 rC51川町ab;I:t(，sct ;ndc r; l~:i日 [10円 IJ 出 92. chro:. :，'1)， p.~9円

ミT.G.T.T(!U:Oll::-;C. :6 jllill:"L 199~. ].(T 199乙 .21965，nりい X，I乱l山口 な才去、

川町契約か与主urLか安全法務を認め、それを結果債務{炉滋夫』主任)とする

iJク)と'-C、じ人 TOULOLl会c，5 nο、cn:brc1991. Ca，?:. Pal. 1993つ'HI 且Oレc~"-

3川 '''-;fr- l) ()li \'t，~じ主 1、Oll;Oll却!日 juin 199:':. U 199:2υtf叩戸山03

W C.A. Aix --en--Pro'¥ぞ以日 12:uillet 1993. D. 1994. 13. ock D. ¥ !zbl 

1 なお、千品には 医療機関わ医師が輸川用川イ交わ川被製郊の製J圭ドコて

は陀知しないニ〉を珂::1.に、輸血用血痕マ血液製剤lの件質に〆山通ては手段位i1f

(渦失Fてfつを負うとしてコつ、士服批内在し ι'W:~lf:l_ 用 1'1:_;伎や :fl;_1イ叉諜:jljO)和j肘につい

と杭呆債務(灯、過失吉if】がたされるべきごあるとする見町?もあるじ P.lutll

daillパバ)s~'rv 日L10J tl ~， ur し\. P;'lris. '28 tlU、L立]:Jr~' 1991う R.T.D.cιτ l!l告~， p ，1l 7

日op，;平 ll(川町三-0E;((:. OhligαI[:)!J， dr仰の口悶悶吋ii刺 !umdr fe.';，i!l叫ん a /Jr()μ3 

Jc lu YcstuJ1sL!biiite cit昨iciI1I H~éil ，J ci !1， PrcssιS ~;'J1日引sitaircs uU ScNc)1rriun， Paris， 

19%. n'~!)'~O ， p.3乙1また、 fLl7:桝院には fl:_11ドコ 11:_;伐製剤という ldぞれ自体

についこの担保責任とはなく 輸lcllて J ターから災給先 ì~ た血液，~"nti:主京剤

に、欠陥が{打しないかどうかヰ検企白発(~'jる債I与があハ、この債務の違反

についてはAl，_i'r病院が賞朽をt:う L::l ;~) ~-l!.訴がある rr，E;('ci:-;p \fpn; Il ~L Si(~ 

e;: respo.'.lsatdlitぜch.';leじll;;.Fa!. 1993.1，川町tr.p.335位五で、結過宍正{{Iを

t未明することが、輸1:1:七〆ターに:Zi-L-¥.，、負担を招〈 ζ し、特11:1，1"ンターに対〆

とが井，J;;1-~~めとしての安日治会を視す v と i'j[れ J吋な見附も存在すゐ I¥L--I 

:\'~m ハ nçm出 DcrnccsL~'r 8 t1 IJ印刷、Ll~ Q， i": 8. p.101 

1231 ー ~.Û、 0: 日三日(;)281 宅
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IE有感従事イq を伝統的な半日 J'iW、1甲の延長線上 l こイ止問つ、け、~~~IiEてノター

とい、療機械に~~\1t)、責停を課 t形で解決を|ス!ったc もっとも;;:~~には、

こう~，tこまお刈f}:jのM;，白Jiこ、 f立法グ)刈Ilf列法坦者三 l、ノ;一月白ltL三止すこ1同1mがあ

るとするものがある c すなわち、伝統的主判例法起(土、崎J'11センタ一元、

誌だに裂造物を供給しさえ寸れば免玄 δれる可能↑?を代しごいと そ

の意 Il;j;では、 ~i~)、 Zそがとも洋鮮でえるものであった りに対し、

社]¥'感32ヲf十点)致事J測ではこう Lた免員のI】l能性ウヨポ矢 i芹定さオJて

いるこレ、さらに輸出;n主lH授には常にi寸Jj，Hえない ~-f.: 7)感染ljスケが

出lこ伴へ;こもかかわんすヘモー λ したリスク;こま己責i三を及ぼLf:ことに

おみると、HlV感染事件の裁判例が輸;i，Lcc;血液やIJII.液製剤にまで任追
失責任今及:ましたことには、従米の判例i之理に jって認められてさた下

辺た責任を 侶強化Lたf!!:，81がある、というのである

こうした升~刑;土、 {iffi:~投院判決におい、、ヨ J 明確に7J之されることにな

る。 tなわ九、子山主itlU(事涜 i部1995{j4)j 12E内{知人輸liE時の科学

矢J~龍・科学校村Tでは光弘できるごかったね内清胤 j<<f ~r) 汗:~)JfE (:]1¥の混入)

が外米庶民にあたるか円うかが争われんさ事ツ事fIにおいて、 l血液の1'1

Fr記J~jJj;:訂正、たとえ治 L1161いきないものであうたとども、供給者組総に

女，1"て、外来原因をF毎日記子るものではなく、またJfJ;液の従とそのむと治

4肉すω輸 1111センタ ジ)fi'i::i事力¥翰111センデ (/) J:ぺlF;tト:;;1)、慾仁めコた以

上、千守中な血液製剤によってもたらされナ初計の飴債を免れさセるわけ

ではない、傍 i.~i J:'3 IJIJ者)として輸 111 1.セ L タいの責任をfTHL

この判州、は、伎にいくつかの苧!-，)1，ιお， 'て、それまで外来原阿・小斗tJ

)J J: 1，，1111されてきた 13t足戸さない内汗的[-tt抗」ドついて、輸11:1.セシ

: 仁 la~;cle I)elて川】文 CO:-，b.l江inatiullpar t;-ar;sfusioη S:'.Ilgll:ne : j ，;r;~'prlldellce. lui 

C~ιl閉じranごC. Rじ-1.1'. 190:::， pフ日

じaおお仁i可 i九 12 il、ril199:.1. 1)， 199リ υり 1'(1戸131 I C.J>. 1日出入 TI.22SoG/ 

IWle P. Jourt山 n;I仁V199:1， I， 389.S， ll(-'~ 20 eT. S.. ()出 G.Villη たJ三し、「引訳

機関の且:1τ(一ついては、崎:11:. 11:1 浪製剤奇積査する権限がな~，'"こどな埋自に、

過失貰壬に茶づいて!Vl珂「るυ ノ士]3、幸喜 2うす μ 二C.I1..Pari芯ワRIlC可ぞr，1b re 

1991 凶 pr!1elCllし 37.(J)~;\ 君主明 hてにあたり、本丈 :-q ヮ|国筒 F~;'の jj}-~-不につい

ては i~:訴審可決。〉説不をそのまま殺り返し f も r コごめるべ

二日社5り(仁 SSD) 2反" L"4J 
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ターの免責の口J，"主"[':::.~' rtl~ j'と L た向、で、 i主沫の判官j渋川の~1L組みにとどま

らない側広をされることになる。

と b あれ、「発j，~--，:きないlλJ(，'的議征ーに討して点打者認すことの壱

「ノ叶ついては、 f，t:1，改めて枚討することと第2中第←節ノl、こ kこで

はさ Lあと 1)、 HIV感朱事件に悶する司法裁半Ij所の事IJfJl・裁判慌が、

従来明ω魁~:[~火責任をさらに前 -tHーさせた fll 出~-2イj していゐ二 ζ のみを :'If

認しておこう。

(2! h政裁斗rir(/)判例・裁判例

二えに、行政裁判所の珂J1fr:l . .{:けでf-;IJをみていく三とにしようっ行仕え裁判

却の判例・裁凶作U1ごついては、わot[5:，もJlC1J研究がイjイiするので、こ

こ-;")よ号芝山、のb生FJtのみにとどめることに寸る l九

f川両失責任によって 111¥/!感染ヰ件に対処した円Jj'土決判所OlfIJi91j 裁判

i5'Iとは異なり、行政裁判j所はも当初 日1¥感染事件に逃与す責任によ c，て対

処しようと L た、 hJk裁河 ， 7iの裁'ilj例には、~íÍlj:tlセンター及 CF公的ドベ僚機

認の責任が追及されたもの Y 、自の ~U工が追及されたも U川、行止するか、

1日S7~q. の段階ではドiがμ らの責任を、事 il:H: ンタ わ|州烹機関の責

任を追及するほうへと者均していたこともあ勺て治J、長¥.'rJW: は ~-:-;Î

1111七ンターやド僚機関の支粁がj1;t及されよものによってiliめら札口、令。

以アでl士、まず H1V感染事f':の政乏Ij例を伝統的な返さ己責任の枠組み

に却して秒間したうえでIi~ \、次に，}:~~によるその評価をプメることにし '1、)、

最筏l同の貞行l関する主'11升の、工場売球認すゐことにしよう'，c;九

lllV 思民主イ't:. ，~同 9 ;~j 行fcp5t判所の判fY~ . PX二j例の討折ごし立、 Rtl北

村手口生 l フランス?こ X;:j 之工イズ出永 t~l\役 J~n~': 法律ns報6~巻 S 号 19~n) i57 

nhI'，阿 1ブプム/λ行政賠償青いにおける HlV J忠弘1:11.i'佼訴訟 行政判f!lー

に対するオ;出を中化、に」す命館ι、学2日 lづ ぃ仙子fl立下 |司 ，:1界一持lr;の
持当日iY訴訟のγIz.;I; プランス」大限 lll\ 訴訟許~!t::耳漏「業主zイごドl禁

〈彩;.;tLt-十・ J:的8)370頁以下、高ー・前掲{下 (12;，'!7頁がある J斗てでい、
こ ;h~ らの ~t1!;íi)rぞに佳いつつ、本格的関心に陶係 t1:) 4tC圃で行政裁判所の?っl

例 裁判J~j を料介する、とにするご

今¥1.'-A.. :-lermiLlぞ sur切'f1W):日1::.¥， )>.:i22 

l2fi.l ー ~.Û、抗日三;;S)286fì
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1'(-1 "ι、統 ~g に行政4山刊(土、行政良{工を問う|緊に、事主主体的活動につい

てのフ jい 1、 fないし出療にコいての重大なブj-~-_. i'ノ J公安咋とし

て主たじそのため、公的[更;;1';わた悶ドおいて HIVし !た受拍，苫は、

jJ政機;喝のフオート lII V!惑 l~ を lQi避す t 主義務があ，.丈ドもかか

わらずそれをhわなかぐたこと をi王i山しなけれlZなら右 ν)"

行政機関ωソォ トl土、 HIV:こ関する科J子知識の帰 I>:J五台い、な1汁〆

成主主|吉井jI，己、の五施 l#j~j¥，" 1，1:.; ~二て、 3つの段|む仁区別 Fることができど lli

第 1i、輸山・血液製剤輸注による百iV感染を予見でき 5カった段

階である c AIDS と itj~ìr.: r:l • Jírl. 流史斉1) 輸~~jの関係は、 tHこ1081{エにほ銃わ

れていたものの、 AIDSCつi0:1x:が HIVである二二が縫!芯さ礼たのは198:3

年 l 月~::;:のことであり、 日1¥が翰肌用九液や血液製剤;混入して c'

ることが公J、Lこ唯認されたのは [98/1年以降のことごめ'.たつまり、 19計
五l よりも前の段階では、 'r~l1TI ・ !JI ，'I交手j 剤Jjr~trìj によるIlムV 感 tたは、

約にも予見+'IIY11!:なW:来事であった二とになり、この段階でなされ

肌.Jfr液製剤輸it~っし、てのフ，~トも-;G定されることに公る たとえ

ば、パ I)_fj'[{，::ム判所 [9gf< -~r ~、月 A 円判決 (1983イ 1 1月 3円になさ

1111.によって IIIV!こ感染・死ビLた受11'1者の達広が、公的伝授機関に汁

してf日7引日;慌を請求した挙本):止、輸血当時、供血者の.:t:IH支が HIVに

している 4ι を詮見する手段がなかったことキ坦巾に|元般機恋心安

イ工を千T3ょして L、る行。

第 2に、輸1I1• 111;1え製剤総l'-Iによる IIIV感染を下y乙することができ

たが、それ(;:1"1起する義務が 11!，なかった政府ある〔ヨTV感染合

11'1 i!l1'9る義務lついては、事告:iIセンターと伝僚機関とでそのよキヰ主が異な

り、検且i七ンターにつしぺ(上加熱処JWによるウイルス小泊件化技術の有

効'1'1が公式に{:j全泌された閉口 (lGS，S{f.3月12l::ljが、医療機関にツいて

は1985年 7月2311のアレテによる'1'白者の「司設い985主三品)311 いと非

};[J~j\JII 液製剤に対する償還は985年10 月; Hi 及び利jIJ C!)中ι (1985半

16 な，);、:人 i、で射(，，;~， 3f1:pむについては、j.-J¥LdeFOl貯".Sid2 : reSpo:ls:"bili-::e 

C~ indcElIlisalIoll clしに pn~jlldicc只 rcsulLa;， l dc: C011LD1EinaLο11 rur ~rans[ Ll si()G d~ 

Sic.b， i?cr. dr. sanit. S(;C. 199~ ， pp.~-j~--;B etぉでJI山道られて νふるむのを参考!こした

T ¥. Paris. /j il1.1i 191明什1.ζp;l1""¥.';. ，'¥. H¥了:lli:.u:.sr!l'J-r:l ncAC 1:5. '，).~お7

二日社5り(仁 SSI)2反15 1"6) 
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10月つ3:1)の法的義みづけ期日が k、の基準とされるじ

に、これらの義務が4 じる以前の段併でなされよ嫡11I・:IIIft製剤

輸;干については、ブナ}トのJrイ:が再定oれる向IbJi、ある、すことえば、

マルセイコー:(J:ift裁判:iq991年 4月1G t:判決 (1954年 2月仁実施された子

術の渋に、檎Jlliによ〉て HI¥;に感染・化亡 Lた受血苫の遺族が、医j七

機関にヌ亡して端正iを請3:主した平案) (土、 公[γ的附グ出引;1ト久
干務芳のブオ一ト (リfa川Ulν日f'】 ch、町ピ町rもlC仁l'tぜ， public) のみ1収i泣3するとしたうえで、

HI円I心σ'JH問司布言診:の義』誇寺づnがlω98て〆t.8片 i 司幻以、ド降毛でめつ丈こ〉を1則ν;山l江jに、
ノオ~一トが認めりれない f二Lこし hる"

第三に、輸lU‘血液製剤輸注いよる HIv感染主因i墜する治的義務デ

牛じた以降の段階であるu ;rL: :;~ν たよ弓[、 Hl ¥; ，j芸染事 I!!;避すゐ義務
(:::ついれま、豆島魁セ〆 Y ーにつしては}Jげ~"!~~~if.にるウ f ルスィ、活性イ七

技千年了の有効性が穴式;こ確認されたι，jr:が、民事か検問について(;1:I 985-fV -， 
r-j 23日のアレテによる法的設すさっけ期日が 志の芸市となる。 肢に、

これらのf!lJ;以降になさわた諭胤・ Jfr:.;1't~~紅輸~::J:~ ぶって III¥に

し穴場合;こは、 必要な検J与を Jj伝子ずに供血さから採ul'~T:輸血m

1111.液や利!日の禁 l上されている非加熱1:11液製剤の輸:1を:IJいたと与，とιれ
る治すゆえに ブ j-----，"'カすイr-"-l寸ることにはなく、必判i吋lこ芯いて

もつオート0)#.'::'か争)，¥苓形成することはほ j 七となし，"'i什

!S T..'¥. ~.J2. rsciHC'. 16 <1、ril1 ~ゆ 1 ， C-iLC )2.1" E:=:nriι12.1只CaL.Scropcsiti¥'Il己 Sidz:ci 

:un:-[)1'U山llr(e.叫2.Pω19'辻、 2.dudr. ;.i82 

-~ ，;たl"}:':.~、 f れの特殊引から、村にノオートが争われるここがある I己ζ スば、

パノ行政裁判所1991午 l月11:J判決、1087午の干術的際に定地されf輸 IFに

ぷ(て受ja-:;守がけ[¥' k日記染し は、輸血"血液μ，I-:-j~-、る血液を官、血-(í

から 1~~1:'1ける問 l 、医療機|剖の検査が供; íl~ 1:i-ゎ休i)-jに11:ll'青抗体が下り出さρーる

前じれわ抗たため 1 J~: :fn -f"グ)[~ll i也から 11¥を牧出することがでえなかむた宇

案に悶1るものである この喜作!こういナノ刊行政玖判所は、校TljJU)院療行為

が亘ノ¥なブ寸 ト;あト，心円;土v、えない〉しつつも、公宍事業イ出ついては「亘

茂iC iHl¥ 1'1感染し j血引を患占[受血戸)の身体、ニ注人したことは、医

療サ 亡ス刑1 結iλはが:たにおけるフオ~，を小宮 j と L たこ T.A. Pafl:>. 11 

μv;cr 1991， i¥.].n./l.109乙， 8~) ， 1l8tc --L. [)uu:la"d ごう，た'11.支は、非"に

析な事案 rlよあるが、 Hれの特殊性千 ξ!草すすし ~J，Z、ず L も不ウ、設なものごは

1271 ー ~.Û、 0: 日三日目 )'!86~
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i ~l" このよっ i二イ丁政裁判所の裁判例で{土、 HlV 感覚と宇子iーにおし 1とも

玄停が制E持されていた。も Jとも、 II;V!感染事件を 責任に長

づい ζ処理すふこと;、対 ，.c:::そく司、郊fTが Q，~故?ミ才しなかったわけではな

い。 i"いうのは、 j:i"Ji'云我山:jriffの昭氏とのパラ/ス仁川iえ、輸JiF""¥) Jf:1液製

剤IJ~併記によるHl\成染には、愉血でシタ ヤ医:J~憐 tÀo1 の 1" ;盛義務が生

じるJ'J.日Uの4立ド丹ともたらさtしたものも多〈、 を能汚する場合に

はこれらの被害苫が救託されない二と lーなゐかh である J

実I(tfに、行政;主主判所の裁判例:.::!土、こう 1-， i:: イ、約合を京議〕て、 :mf:~邑

失責任に立がし¥愉 1:1センタ一次総機関の責任を肯定したもぐノjもあっ

たn 寸なわ ι、マル("-(ヱ行政:þj(珂JRí1~m/.t fi 1) 11はヤョ決 L校数の反感

た輸血 -81液製剤~!Í~~:ì によって HI¥に感染した受抗者が、

輸斗センターを管制Lていえ医療絞闘に対しご県7刊さ泣を請求し士事

案;土、 三官f円円時の科学知識・科学技術にjFi.りした場令にI;t%l1111 ，1て

ンタ の持Pょにy，>Jする医療機l長l'乃ブプ， 1を問うことはで主ないことを

認めコつも 受渦者が入院した|寺fJl:'、は i1Jt内苦からもたらされた内

地及fF血液製剤による i惑染の 1)スア:土完令に認知され r;f3i)、

と人命民的の目、l泣叫にイむされて1lI¥を不"日刊行'せずに輸 111を

することと、区司?:t;~伐の公役務はその利用者を感染のリス?にさらした

のであり、 このリスクはそれに kつでもたらされる係結が歪常それレつの

活動から生じるリスクの詰1，阪を寸逗かに越えるものである J ~:: ~て包療1索

現の tt'H~を認めて ν、る\}この判決 lよ 結果的;こJ主判官主判決で授与れ

ること;なるが 、帝京肉‘向夜製剤輸ホにふる H[¥，感染のりスケが

明らかでゐ Jコたことか理由仁、 l 百か :--~~j~ 央官f千を認めた i 日: fjさ

ない、 Cn:)ckによれば、 lllV平安Si，:1'えも血清t/t:1"j"l¥主主を不 t一昔が().;:;見から一%

の割合で存1工〕、 5刀へから1"刀人に 1人の割合で、絵什の血液から HI¥に

ぜs-~i~ して L、たこいうハグhメク HJ品;r;til3i 2i8了'ltl、ご
，そのためこ子説:こは、被害斉放引をl斗る干とを立rz;しlーたこえ H:¥'主主主を
~j註匂ることは C さなかったとしても、感染のリスクか加られど"つにな 1 わ

時;正以降[止、三 f:コに~~空リスクの情報を忠者に提畦 9Z;f'責務が台ιrる「し、
この位J75グ)イ、何1-Jをちってつと ιゐ見解も提示されてい-/:G F..¥l出 1m，
Slιl'れιnOLへ4ム I).G3.'l 

，1 T.~\. ¥brs日illt九IIiuill 1991. J 仁戸 19~'::. J:ir ~Ol f-ì 

二日社5り(仁 SS:J) 2反-'，) 1"只1



。
}附，，'じ

tしる v

また、立には、 事女による状え に依側ずるここで、行政決判所の

裁判Jj汁が輸[献や拍:液製剤J輸{でじっ事ナF会もってフゾート争認定乙、定政トカ

1，:' JW，;i;火責任(:~ i1りにくのタM!Jiを-[J "，;ていると拍子高守るものもあ'，)1~ ヘた

とえば三ース行政政半Jj所1991'!r 10月1打半IJi人[よ、村1111に4っ(Hl¥に
感染した受1111者ω ょが公ujlノミ療機関に丸山じてJ員r正式古f員i:請どよした平案

lごついて、"古苫[受庇苫]のイ不内~，- Hl\' が開発|守~，-i主入されたこと」

をもコてアィ 人としておりへま丈パIj行政裁判所1991午 lけ11日判

決も 弔反に:.H1vl 主主!1~:../ t::. Jfll i仕ι計三千子[受J:11者 (j)身[がに;:j:)，，-L 7::.. 
二とは、医療庁 ピス組織又(j機能における-;.) トを示す j としてい

る) これらの、+Uiたは、明言こそしていないものの、「事実に jる推定」

にす;拠jることで、実'AES'に無フ自失責任L1l'1.主の処1引を志IIiけるもので

ある、とし、う(/)である九 ν

ごうしたち!点からすれば、行政裁判所のj託、'IJWiム従来烈の過失責日

や事実|臨J虫失責任fヒL、司i工技iUI汗と同様の解決ふ しているもの

k みるこにいもできょうっ事川、コ〆セイコ デタも、最終的には輸血セ

ンターのllil滋失責任を 11回からT千七することになる J すなわち、ゴンh

イユ・デタ199日午;:;) J 2G 巨人出:t~'dJiまとは、その第 1 事!'[ (j)~ J!J;0の臨y古

抗体検丘が義務づけられる:Jii('-~採 1:1: された輸 :í: l) :l :íl:，~'}誌に上って IIIV に

L土事手長、 Y、第 2事刊 血・ItIi'吉!/Ll'ふ倹有が供血苫の体i々に血

清抗付が判:)IJ1される IIIjにな与札とため、;f:IllIftの 1'111.主からIlIVを検

山することがで主会かった争議、i ドお， 'て、輸向センタ が輪:tl司王茶奇

妙、，';Lていることを喜姫しつつ、 111液裂芹剤lびの〉車輸主船J汁U.'，[伴ドう lリjスク lγPつ

て、 1~:illL七/ターは、たとえフオートがない場合ごあっても、 f前注~1.し

:;2 Chri山泊 DchoLl)， La r凸~)ons;}biliL(~ dc LIC:nUnI:=:Ln:jCn [rancaisc du bil cll 

1;-: C(l11山 rq;-.，，::r)flP出 h'可11"Uち du:，;id:. ].c.P. 199:~. T，:ャ(146，J、ら5

時 T ¥. Sirc. 1"1ορobrc 1り日1可 ¥;I:f: p.il 仁 !)( lpollx， sujiJη 1l0!c -1二p.LD 

引こう Lt瓶占ザらこれらの判決を埋併すξ もの;して、C.Dc1j川、，X，日tro

nott ，~~. jJ .~9 輸血することそれじ体にブが含まれていると併すること

は、ブォ~- > J川、才Tú~C)百11 明いよる免責を事究!宮古!'J ることにもつながる c

Y. LZltil)(-;1'lトロIVI'2.S吋川 118仕 13ρ

l2~J J ー ~.Û、 0' 日三;14)2862
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た1U'r1Jの不!. j}な炉支からとじる有害な帰結について責任をじうとし、

輸111センタ((な1、L将;:1:1.'+ァンタ を利収機関として特開 tる出療機関J

の貞千TIこ")し、ご主工過失 R仁左採用1 ごご;、 J3¥，、亡行氏裁判所の宇'J

例 l土、従来の~@'~~支粁か ~J );;:j~火責任毛、と転換を こと仁なるコ

I C ，1 以!のように、行政JょっIJFirの判f刊・裁判例は、可法裁判所の'f'lJ1タli. 
裁凶i汁と同材~t、牧市及び凧波浪剤輸注lよゐ HIV感染守件;ついに

4m:返失責任をJ'l'Jtiしえ 1

とこノつで、輸I111雫装に問 4る国立叫'J[I:.t:ンタ ヤ闘の権限が河辺にさ

れるようになると、同の見，1:1]+よドコ行使のあれ方にtJす〆乙疑問から、徐々

ド 輸出ヒンター干支i存区長の干[二千万とする訴訟が増加するよろ[ な

るラとりわけ川市IJ権限小;('1'12(-こ慌 jる["[の責任をめくっては、初期の段

階でこそ従米の判例ド維持されたものの、設終的には大隔な修ιが加え

4れ、同!こも 同J!?H1iなご責任がi認められるようになった。

すなわち、輸昨事業[隠する国の規制l権限司、む伎が争わhたコンセイ

コ・アAタ[993イH 月9円たが、延4判決:土、その第 1事刊にZJい1、 あ

らかじめ申告昨日ンダ、グ〉百七、11';でが|主|の公役務を構成す之として、被告者

に回に対する企ての招 J円の配備存議"¥寸る権利を認が;とうえで 1月 1984 

J 仁i川，

Lタ βが斗右私もすで、 か〆ツ'--)p医7宅:舟療?機湾と宍主な注~;*結iÆ織故町vで弓あ之る)J厄友乙什1，-.つ戸J、いてはフ T トを

?む弘史:〆J求:ι、「る lド同百司j判t渋Jι士k コい 亡(は工、 」比己凶十村ゴ.う却1H掲号t注主 l付z:4;Iプランスfわj!f伐土問，1，伯tU貨言↑任工に
fおゴ:け了る HIれv感忠守染2引l川川l凡i計批‘詩訴予訟 J l-t内1;ど、ι l をき参主l町一
バ

的ll:1セシターカ営む事設がl叶川公役務を情i見サ之湯trlfは、被~Î-，主に!lじたj口

苔に対して輸出センタ シ同J止連背Jして31{停を民担宇之 市ど王者!土問(丸いし

て全てのtt{古川口主管を詰求守きる 〈りに k~ ~__、輸血</タ GTj:事業が公f支持

を松成し士い場fllこは、 ri'.:は段見EE1ぎのブ;i---にかかる部;;にてハ、てjj訓責
任':':負;;:~ーよる 被害-rl"はl山ャ討してアぇー}の害:Jf-干に!止、じた1".害の可'dltのみ

i主主できる にととまる〕パリ行政1&判所1日91イ]112JJ2Cl]JtIJ日lよ、輸I~ I : .セシ

タ のナ卜業が同のた投手方をヲ iきそL??ものでまる「し、輸血ピンク 〉同の庄

長吉江を汗定 L たのに出し、その件，J~W 'l'-ljl:1去しあたる J い) 1rlk作)~札'~1992守 G

Fj 1G [:;::Jit~士、輸 ÎI:. ~ト'ンゲ グ〉中業が::1::の公ィst;Mにあたりな ν とし、 IT::O)俗、見
広仔にかかる r， :~57-についての分割萱r子のみが問~Bになるとした この Jンセイ

二日社5り(仁 5S3) 2反 [30J 
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ir 11 司 2つ円に Jじ t:l-Bιpli出じ B~.ll Il Cl が干~tIiI諮問交員会に続出した報"弄

乃内容からすれば:7、{_--:政楼現l土、 198'1:fl~ 月 22 己に、山Ii確な/う法で、

交内苫の深刻jな感染リスクのJrイ!とさl:il時同際:)j:1詩でj'，ntj国1て"tニカ11品製

剤。)涜jlJi よ j てみれをは避し、 1111i虫製剤の全ロソトが!出_~ ~-rいるこ

とじっ¥'てl}ìf だ↑手が1-~- られることを符たすに、危1;0白な :U，~ 冷1おのうえ jJ をガ、

ICずる可能けを知らされており、ぞれ、[cle全治i白[立公取街中法典 L.669

!t:レ基づく主主令;よコてEうことができたとし、そ引 lもかかわhず、

こうし丈措置がJ通達上っとが十分に〕トなされなトった Lことを 7;-

pのある点慢 (C3JεllceU，-utI日)であるとして、!日以年1:8ロ日から 1985

可10)-j2Sリまでの切に実泌されたllll波製剤翰注によるヨIV感染に芥，J'

て%の安jモ寺汚定した}二

列110{、深しことに、この判決は 形式的には~!~/よと青竺の枠組みを M+:-!<ï

して ν、るにもかかわらず 従来の17]立判例よりも、国に 肩岐路な責

任を認めたものとして洋鮮されることとなった。そのj'll山!土、 t証明j権限
不行使がブゾートと認定される時間在者f到しLたヮにある 牧内.Jfn;1を

製剤IJ~ij;王にとる 111¥京染1])1)スクをi山確に誌誠し、かつiιi宝iこ流ュ卓を

規前1;すべ主であったHとして、第 1春 原者同判決J正、11'1液製剤の全ロッ

pがHlVに感染/ごいる μIi主件 さs1，した1985午 3j j 12日を 1/当と

Lたc これ l、対して、コ〆セイコ テ夕刊I又がム準としたのは、

BrUll:_，tが輸血諮問会民会に桜伝書をはi11Lた19S4-{r11円台ヨである ν

このことの合沿!よ、目立に規制l権限不行伎の認定吋;閉が予められだという

ことにとどまらない J この事刊に関する政府委員 H;Jhcr↑Lc明;のEJ4

ri、 少なくとも 乙殺の患者l?とっ なものとして託つれて

ユ デタ判1J~ (J:、l'の Ft'f-下を分割~P1-干 (:L/:~)点会ヱ'1決を夜 L 、輸出センタ 》

ヨグ))j~ 長吉{工を fr~-.Eしたものである I

に i' 'rJiえに j::工、 この械きは、輸'11'にJる<ll¥感染リスクが、 1983γょlH
j~~1洋 科手口、 I~'í付、によって確-;zたもグJ とみ 2 されてし，I二予と、ウイルスか不

活性化するため的IJI'熱処理心付効性が、 188'1 イl'-lUj: 心、|母、科子~ji; lrrj 井、のなかで

さ3t哉されてい丈こ〉、この込;j1'!1に;!Ei吉抗体効性反応の者の"，ち 5年以内(少な

くとも 10%かAlllSI草刈I'JI'I~f:建計にあり、その λち7りfo弱刀、叱:ニロ必ニとを町j不

するものであったいfUl-':日fi了書につ， ，ては、前→ 同':'j司f← (l2j 33J1 をg:;;~s ご

m 仁E.Asメ!詰 avI'j-: 19~ß ， N， f 、 f)_"~， ~99:-; ， ~)広す C()l1cL IL Lt泊g;ll

l:ul ー ~.Û、抗日三;iZ)2860
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るリスク i こ j白川 L ている場台、 fi. 予約な延長さ【~'CrLi l'J ÙC 出icuLifi丸山}

乃みが作為義務を認すここを白定ナるのは、明らかに.Jc現'丈ごあろう
とし、輸円 φ[目液堅持1)高:ン下による HI¥感染がftr;M，;{えれた19幻立11円以

議かり、ウイルスイ、活性化の右効性主 ~1;~~11宣言、されるこ弁となった1984

{[~ 1 0 月までのれ緯からすれば、 i 告別'1'.:1 月 :~2 円には規制権限が行使され

ゐベ主とあったとじといる c つまり、コシゼイヱ .y夕、'1)1先がiB帯、'1)1た

よりも早い時j~: ヰゐ基準と L たことは、 f: 学知識が i うj'- i.. ， -5下、';していない

段階であった〆 Lても、刊には一定のよ札制I[.i[!を行千とする表務がjちるこ

とを fT 脊しているとも読めるわ~t >とある J

三う l_，たち!点から、二の「ン vイヱ・デタ判決;止、いくつかの学「えに

よって、 予知 f警戒) IMI)を明芦Lた判ikとい弓位置つ!?キワえられる

ことになるが、この山、は伐に ë;l~\ι て倹討するこ〆~: L (第円章第 l節;、

ここではさ Lあたり、 lllV主gtt雫itに関するi丁以裁半U所の刊行裁判

(71)が、伝統的な j島矢責任の枠組みを染リ J~~7 る i持浪を|立!ったことのみを

時三T， 1 グ h 予 f、
p;':;，、，コ'--~ I~ v 

第 3節 輸血・血液製剤輸j主による HIV感染の被害者救済制度

一これまでみてきた 111¥感染'1イ牛ド関する ilJ例・裁判例にお c'ては、

出、結，直lセンデ一、区療聞の古イ工を強化する似lj'jJが民苫 vある(そし

てこう Lた 主の判例・ 3え判例の波寄台設済力抗れは、 4に4る被活者

救済制)iぎの設"へとつながる、

ありかじめ 1991年 l~ 月 31 Hの伝1'iテ4-7-;誌へ主る経綜を倍:単lpi手認してお

くこ::.(.こしょっ'，qρ

論 I11 事業によって受 1111者にもたらさ才しる j~宵については、 1980ふ代日:1

日 199i 年1η 汀 3111 の法律ヘザ ο ~~f-~芋については、 .¥t.-A. H白日itte，sutra山町

13， -:w.320 CL S わが刊のものとしでは、北村. ~:: j号所 r-t日界各[，.の楽士

HI\jf~:f.í:~の 'h""'" ラ L ス'，\).l 点、 i日';111 ・前科ι王1l 2; 41点以下なお、

1991イi'-13!131][Ol':とff:/17条の制ボ::v (-:、 It十三~ ~ .~-間 iユす。諸税ノEI 認する法

律 1991 年 1つ月】 I[μif第G'HOGり~報i仁!向日年 1 月，; (1) : I1111司敏之訳J

外巨の止訳出者 ~=6 号52 ~ゴム

二日社5り(仁 SSJ22三" 1321 
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でに保;えによる補償制度かfrlJ設されたd 凶立愉血セ〉タ土、輸JI:l宇楽

による受"， 1.者。)H'l~去を仙1立ずるとめ、 19S:2千?に 2 つの探険ニL析と責イ干保

険事耳ぷ)~締結仁、この安静:;L: よって輸拍:用rt:I.液や甫:液製剤にふって b た

らさtLふ深刻な当放ずして、受1111昔仁愉総主主メJ1、われること iなっ

た 198け;月 1;)円に、この契約に δらに立つの沫:;員会社が加わ:)、

持保険会社が輸111'~手業によってやじる出宝のづスケを 4 分の 1 -fッ会開

ずることとなうた もっとも、こ与した制肢は、あくまで面白J市てンヤ

と保険会社をJR??の布iJ償土ft、1するものであり、内による被台事故済市1，

lコ;といえるものではなかった J

「丙Rによ ζる>ll被主 J計六汗f手者号救i凶斉;jJ:山!

lω9ω詰訂7年臼以、F伴年のことであ之るJ この年; ブランスH肌礼;友t立z病j協5会 (はムAト、m、只οC1a~はton

f仏r円〈α川i【川C刊乱川1可 CIじ刊sh(~刊ゐ守官r侃れ刊川{ο叩)礼phl凶l 1cωsl はよ、 厚生大日;こ対一 和、中者決済のために円

による己全C')副を1動きか;十る こnを受 1)'て1~)臼0 1;:: g弓ソ1nに、 2つ
の某イ「がf:J]d.をされたc これらの系企(j、同によって拠IHされた仏以)白ノJ

つラン、保険会社によって拠出台れた l億7，0以)ノJフランを財源こすゐ

もの?あ lノ、庄による杭宇むの制度JJ対l心ごめった もうしも、 iこれらの

ムしては、創設から間もなく、 Ifl:.，y，病患者のみを対象としている

こと 換5子札ば 愉斤しE、宇を対象としないこと 、午酢に応じて

~11) ti号制かι煎化されていること、長金による叩fiZι引き挽え仁氏T責仔

~Î;';主を Jl.c$ しなければなり立いことなドにつしおで問題が指紋され、再検

討をコ白られることになる 1;1

こういた符持のもとに、 l()91""12，;:1l Elの法律47.4主によって創設え引
たのが、 日IVI 感染しれ斡1'1:害者と 11:1.ぶ病患者のための術償ム金であ

る 6:~ この基金i 上、匡民連帯シスァム\，sy引とmc clc solid剖 1ぽ印刷ム.1a.:.c;

ヨC たナニハ桶衛門;徐被;正、 よノ:1品lむ1.00百万ブラ〆まじに制限され亡いた。

'i I rf:，~ L:_;・前ゴ号い (12; 41 Ff~ 

lヌなお、 I-rl~1き令にノt，，， ~C は、 2以川i:二(i n:s 叶())才ノレドナ〆スにようて、ノニヒ，~~~

i荷 I::';;!~ 了 3.l22--1*U-1 人制定が邑かれて L る 阿基;主につ L ては、 PH;l~l'屯

C¥叫 0' }，cs土'ol1dsdc ;;aradie .' Aauinds dc la cirClItat!'on et r!e 61叫 se，infrric 

l !OJ15ρiil!日!('匁山 [('5r/;; iρ，1'ογlsmr:ρI f':iJt{(Jmiualioηpαr !" I/IH. prd:H'l' :lc 

Gelltvieve Ville~-. LG，j)J. Paris. イ1~)D. n0$ ~'i(j Pt :s" ppJ40 et s， • ，:1， NliTヲEr，; VPl 
RUCH上;~\ E工Cu し01引は1.，p，υn山 d'u;r!(f1!lnisl1fiIJ1tci伐{'ga1fin!iv J .G.D1， rη1吟!

13:l1 ー ~.Û、 0: 日三日(;)28:J宅
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のもとに、多くの裁事;例による

に押し it~めるものでありた

ぎつつ、被害苫汝lf守をさら

;辻 F-Cはまず、基金の詰I;~芝 ]Ar刊によさな 8Yc( や lナ三た損害要件網府県

エ、安f牛;一唱する裁[1;il'Uを帰認し11¥そのうえで、ぷi金による絞害者J0c

i;:~o);l門U温みをみることにしよ -'j':2t，たとし、 i司五訟につし、ても、先行問1

7Rがイチ子十すゐのと、ここで;川主主{者救済の HAノにこい人制/:~から吹 j守合~

1'[-;-ゐ;とどめゐことじすゐ川口

( j! 1止士 ~~::1t .因果開係z旦イ?に院する裁判例

HI¥γ 感染事件に:l.t寸る絞れ判が、無法失責fJを流用するごとで{あ

るいはブオート妄件ぞ緩和することでj 絞否者救治会図 rったことは殴に

みたレおれであるが、しくつかの裁判例マは、日lv撚tj.ミ事1'1の特FJK性

を与慮して、芸11'べeIや因果関係安件:b:についても、被這卦攻防に資

する判断を十 Lてし εる。 1日01イ1121J 31日の出倖は、主豆過失言言↑王のみなら

ず、こうしたむ云安:斗・ 5ヨ果関係要件;、関する裁川例をも百|さ;fW~ 、むし 2

る(以下、棋にみ

1<¥ " まず担J市要n については‘七;統的な十日~:Þt:t院を:1);緩和される二とと

なった 1伝統的に尺]安f千のけ象となる損箸{土、援に現実化Lたものか、

あるいは将来的に高い戸j詑何て発生寸るものでなければならない2され

てきた出〕換πすれば、フ伝だ現実化Lていなし寸貝A古ヤ将米:刊に溌λ}する

~CO.3_ n"'; Q-(的 d日. pp. L:~ cl :'< 

べiただし、，tt象となる反抗iz、 IIDι 及びmv感染のみにあり、ぞれ以外の
焼棋は l え~j":待毒や A型 'B~ ・ C 主':01各止炎など)は除外される またブ

ラシス河~i;;-C輸出わi:l液製剤将汗にょっと斤 uγ~I\' ~季対と i ーっし 1 亡;立、相J 古

討がブヲユス副密である少と λかを叩わず字書慌の対象となるが、ブ 7ンス司|可

f製倍された1:ll液製剤か外!司ず中市刊された場介;こは袖憎の対象となら令t¥. 

'ja 基金に")いては、議再三主 l→ラ J スにt，ける 1-[;¥感染T放の被害ズ);ti;qと
官全)"J策 JJンヱ"ス?、1"リ7ち¥1:l9{i)51HJJ:、北村 'i'H詰汁川、 It世

界特匡の茶d百[[マV訴2 フランス :lf)ii頁ぶ l¥古l' 日'Jjこ注 ~l幻ロ頁以

トカずある J

行I1;::'i1Z1ET LE{;:~ 1¥1λZ:::.ACu ，J亡，-¥:，'l¥L¥Z:::AL;JこTFRAI¥'、()!¥C:λE日 LNρI!Sdr' dYoIl 
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かシうかがt[8 らかでなし '~R宗は、 r:.シえそのJj;l主がしもかに重火なも

乃であうととしても 氏亨玄粁の対象とばなりえない、こ vλ うのがEt

引である こごろが、 ilID又の場イ刊、{止、 HJVへの感渋から 10字以 i

l法ぶ長期の潜伏期間を経て守口注し、長終u'j::~タ[二に主る c しかも、

Hl¥感染から，¥lDS発注までのf、統的計伏期間rl-rには、労働能!]の喪失

εi止とめとする な;民夫カ"'1'じな v、ことに加え、感染吋

(，~ ih蛤がノド斗詑ごあゐと Lども、その後の医学のJ仁品、をも考慮すると、

感染f去の〉合総の irJ能注をき;三三にはさドできない そのため、H1¥感染

はそれのみをも)-':--1出i:)~こ民雫責任の対象となる似i士とみることはでき

ず、受lIJl者は AIDえを強拓だした場合lこl_，か、 :H1析の:f:J't*両を受け Lれない

"件、 三三
ザ〕トーか '，，， u 

こうした向上主にι1"1-，て、 111¥感染事f'を契機に、持決特};l;J円台

(p~.éjE c:. ice speciiiCjllピdピ仁仁叫edlli II a t icm ) 七いう、従児三;土異質な以JE

1:8刊Jが議論されることとなった同 感染れ殊j吉祥に持するリ デ/ン

グ・ケース;土、パり位訴淀川89年 7月 7r 判~)!，;"Cあるべこの ;:Uj~jとは、

111も感染が、 ，¥ 11討を発作しいなく y も、阻l\~H/~f卒|場作Iえによ人峰、清

神(;-s芸品バコ社会l'J0i!Ji¥(など、続々 なj'，j"，百を波d弓者にもたらすことに!Je之、

:iefri::後はどずる己に干?る二となど‘特殊な性質をもっf日汗であるとし、
出の人O!Jt自舌lご}Jγ;えて、会6[iの短縮、手rの恐怖、木米の不J之、系白 ij!). 

社会的生活の混乱~，どのめり l必るお7ヰを包括的に民事古 1:(0)対 JjCiして

認めた出。

川口1: Ol!hJ.!'("fiο11S : lh.印neg川 o"alc，TOl日 VoJll:nc1 ゲ ('diLion.A1Dnll"!，rc."'!ιCI， 
Pariち 1998，!~'ill(). pp，4LJ t'T S 

う6 主H~B-(こっきりen引 iève V;nεy. CbStl可ation::llr CJ.SSじiv.I;-l. 12 3vril 19U5 

].c.P. 1995. T， 3893， 11、23d 只

仁え P;lris."/ iLl;ll吋 1989. (;(日 l'r!l.19S9. ~γ):!， C(1I1C . (】 Piぐhot: l( T.iJ円 1

E附人品;;， obs. P. .T \y，~nlain 

Gドま f、受血告がf也の病気を抱える17-'"あ i予防合や、 ~<.@-1う，'，ノ、の被害者が

治療の|単に i交 :7 た，j!lí~: I:lによコて H1Vに感染した15台なといついても、十「士山

許内をめぐって認許な阿換が止己るこされており、 ?れりの'jJ't:百や考lをするた

めに、男~_!t': にう己， 1 つを :11; 昔の〉人息てかも考慮-， ，<きとあるという主張もあるr

H. J\fa:"gc討し 5吋;川 nO~ (; ，18， ]).383 

l3fiJ ー ~.Û、抗日三4S)28:J fì
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感長'1手妹 f'h~写 l土、それまでI記事完{工めだ象とされてきた~R~. と比較す

るこ、 ?に次の 2 つの).~でお殊性が認められる。

第 1~ニ、感立与特技損害は、新し\ '油類の非財産トカf員三三 (pn:j;JcJ;rrrx 

Lfa I川 1Iよ!:H山山 x) どしてii'r:霊づけられる c f~:ìさするように、

+R宮ーについて認められる賠償績は、労賞能力の喪失などについて認めら
れる l制比一的iM'~ω端正i 絞に[it敬すゐほと、ltj領であるコしか仁、感染引殊

誌等l土、 H1Vが1昔伏期間仁ゐる;凡り、恒久的な能力(;nc討pact同 pεr

日】erlle) の喪失を とし丈~I'Ljが出昨であ!)、財産防犯?ヰとみる L二

とができないωつまた不可決的に死に可さることを切ったという京味では、

精神的 (mora1!な jD，~'ではあるものの、:回常の精神的j日中とは異なり、

足に絞円た1W'~' としてではなく、これから強 V' ，，-) れる|副作ベコ社会的偏見、

病状悪 Jご(i)リスクレしコた将来的な身弘、がJ.精神的苦布にIIijげられてしと

ゐ。 、従来の粘神的Jcj害よりもi:;く、非財産主芸のんすしい

1:8烈としてp出づけられるのである円。

有112に、感染将株記述;にコいては、日イ土計百七日告に同商交するほと高設の

~"fi'í: ð旦かE主的 Lつれる f f:〆え1:['、父z韮事に:空〉犬:C:3践の紋子守主が治療

の際の愉111'によって III九に感染した事案に閑 L、九:干したパリ岐「九院

19告白1' 7))7 石、i~íJ 決:~i2 :iOhつランの;抗悩を認めとし、るこれは身体

桜当:;:認めりれo桔償訴に主主しる賠償街であるつその後じJ裁+:J例では、
H"( 7，: (J)言ド r山:こl起きがみられるものの穴、受111高の{f'.1杭?を考慮し、 H'¥'感

染によってほ給与れうる余命羽院を提吉とすることで、賠償約を調枯し

亡し、るとし、われ亡し、る7コ代

):1 I ¥'cnne ~a江iber~-F2ivlε ， P ~-i L.('ょpぜき cr;ndelliélis~:tioL. des 可 i C' t~mes post tI乱ClS

f;:sのnnυ11('九 d江川da: COllf' (:';，p;K! dc P~l ;， i人 2 '1 jj()もぐn:brc1992 (2Cλn心ll.よ)

1993，じ 1'011.T)りお

7': -{_:))わめ、 HI\ 主主来事件ごは l)rC~jllcllcC l:lOra;が精神的if.r.!;よりも Jiもし';0:、II+::
で「日 1，'ム1してし Iる2いう 1 L ¥I:'xge、十 supmnutt' 48. p五百

il (人 P;:;.ris.i j 'lillc'， 1 C只)， su!勺-aaotミ67

三この i耳L~ は so;) -;ソンから2;;0}Jプヲシ!こ f王すると 1、われてし、る。[[

:'.:;，11'ge?; 人 lt向innk 4d， p.5l<i 

へ γ l. a:l1bCt し Frj \'T~~ 811肘'0nnL(ω， p.G9なお、誤って1:11;奇lii:jt;砧己主反芯を告
げら"たも J)か、仰昔考状設に耐，'-jた場合的感恰け7な(el刊 tiOll同 1)割以害につい

二日社5り(仁 541)22三日 136) 
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この上つにHl¥感染事刊に悶する裁判例は、 HlV 感覚との1寺主主 Itを考

窓して、 j貝r占雪:イ牛を!Hi't; C'; J'l 'i主から切りj濯し w則定的指害こしつつも、
船「当者司の訂1:::1iニあたっては財産内損害にI) LJJfC 9'-;与伺脅認める形で調主主や

~I った

I tJ，1 被古者救済の傾向i土、 i大i呆関係 l担件についごもみられる口氏

宇只任を)1::及 -fゐだめじ l土、損害のJ京悶 (7 オートなし、 v止さの印IjJ~事

実) とm'*'発生との間のl人未;関係をよl円Lなければならつといが、 Hl¥' 
感来事件において;ム 81Í~Jírl_ • Jfrl.液政剤:liHI!~~ iと Hl¥' なとの問。〕因果関

将がが'e;IIl"I'ンタ や医療険|割の責イ1 を判断すゐ j奈に iちl~~ とな勺たc

[!;J弔問係の ~!T 明 l立、 般に、状況SIT拠や「裁判 hPJ よる拾え

(pr(:SOll1ptiOt沿 dcl"]-;urnn;c 7ラシスK誌、 l3!:i3条:与:ど、みらゆる子

伐によ〉て判げさ札るヘ給;IJ[・比l液 T1剤愉むと 111V 感t~ c7) 因果関係に

ついては、交Lli.守刀、市iil11l・111ム液製剤輸1主を受けた日トiがヨ ロ')J'¥にお

ける AIDSの梓認(197民主 l か I~) 98::;年 7;:J 23 r-jの fL--子lよる[1');位指

夜めが、的;だ務つけの関円 L稔且!f!血液についじ土;保1〆一呂町 1円、血液

製剤については1983::'-1--=-lu日 1:[1 rじの同であること、輸1;llJ:::iL i夜・ III

液製剤のf!t血者のなかに血治1;，"弘三時性反応の供血者i/':千{{("j'-るごと、さ

らじ l土、 J去IlL百一1::111 V 1っさ染する他のl京i大:*モセクシャル、麻実'+'

寿など が干!tじしない lことなとを考癒し工、 裁判官による推ノがjム

じIJいられているへまたしくつかのおと判例では、新 :il'lillia製青紛れ

て70万ゾランの詰{設や認めたもの(T.C.l.Valcncc.;3 cLccn:b:'c 1992吋(;([7..r.ιJ 

19~-I ，L 2.. --LI1. oh:-:;. Durぉne了口oiivt't，)もあるり

.. cコss.Civ. :t'】μ ヲ什，Jy.ril19G5. 1).1 日行9，534: Cass. Ci...-. ，r，'ι1 (:eceElbre 
196リ、 D.1966， 4~i3 ; f.仁P.1966. rr l4';'~):;. llolc R. S;J、alH'1
仁A_ 、，1rJおおIlU¥'('Elf川 1901.sutm 11(1:_<-' :~'/. I:--;J判決;止、輸;mと :11¥感染の
ヲミ呆関係について、交III昔が性的J突出や桝徒庁早!などの輸1:ll以夕刊り感染原ヲモ
援していないこ円、そ血干干の百十ムJ-:(-) f}j: になる T1JI; :6~'19Kï年内j~ 戸、で正治Iic(1; 

限付ーであること、:\1口、うが蔓延 1.__'( いる地域にjJì~{r l... '(いなし ιここ、リスケ・

グ Iv~ ノ1こ :4ヲ乙 VIDS ，'，[:，苔にみられる」ヮな他(l)ウ fルスとの ~tflr:7うま~J.:Jtl者

にほみられない kこと、加えて、車LllUtjJtl液を情以する :1人のイ!t;[11主のなかに圧さ

t王者とと、わ才しる人物が含まれていること:会J5慮して、判;:11レ日1¥感'1-ミグ〕向長

l3'iJ ー ~.Û、 0: 日三4 r; )'!8J~
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び〉宇¥.')(から端的に凶よ民間号、を推定し、他のJ.C(凶σ)不可示を祷強的に考慮

しているともいまけしている

1r-1Ui-C、いくつかの致判例ワごは、志f，i:拍:用rt:I.液・甫:液製剤の圭者では

ない苔(交通以問。))jU害者千住三日市)為と u有感染(ないし J全JII当ー
の起し)の問の凶長問係の千T芹が間延〉なっている υ 代表的な事案とし

て、 J犬心')2つ♂)'i'iJ ijcがしlirL(工丸山tl:~ iL，る

まず、交通事故の椛這:古が、被送;じn~高校総院で輸血を受け、社lV

に感染した事;長で、交返事肢の力u中苫がH1¥感染について責任を負担
するかとうかか-~われている J パ)亨訴院 19W1-ff.7 月 7 円判決(交流雫

肢によって重傷を負った:也氏の~.~弁者が、 i幹J追アしの私立術院で治療の際

に交[ナ/三%、rn[19初年 l弓]によって HIVに感染L、その後肝炎ワイ
ルスに感染した事誕)は、父通事11入の}心中苦のアオートがfFヲ手L条1'1同
係に立っとしたうえで、 l制l次;，.， 。'j h-Jj された依数の!品目がf~'~~ O)'之、

要条件ごあった以 i 、企てのものが、 i 之や~)Jから まで、 C~竺朽のJ 尽

民ごある とL、交通手段の力11岩者に¥.Jし、賠償を命じたへ

;大に、区 ~iU0)ブ寸 "医療1昌弘、 κ受阻A'O)化亡の凶*'関係が間さ

となったすI案もあるしヴコノv+r- イユゴサ'i1fl定1989~li-: 3 H 30 H判渋川十科医

ぷV、を 1ft~t. し、結M P と L て村~1: Il七 J タ と"*-療機|引の責任を肖 ;'f~ Jv たっただL、

医師;二〉いナは、|俣市が輸 '11ゴリ Ir~l;Kc)併;{を確認と主ない?と、受 1[1 計に対す

る布広1"の実施が越川な処置であ"， ;tことテJ3志して、責n-{子山定ている な
%3、この判伐のl点審判法lあんるパ:}).、審裁ミドー!i!I-199ム干7月ムじ半:j(人も、受血

語力、日1V (j)位討されたい.-1;，1冴ぷ砕i/)1路4午J刀16Hに柏直を受け〆ここと、受血

-t:;- ヵ受けた対~I!IL月 II!.;安心)iJf; !fl:.:"t:;-にil!法抗体湯i午反l土、の釘ーがいたこと、被害者に

作I':~接触干麻薬注射など 111 、仁感染する 1刊の出 11'1が仔在しないこと b 考慮

て翰 11:1 こ TllV 感当その因 ~1 :剖i%'2ト推定L、医療椛|児、外科疾、 iEL翰1:11.センタ-

l述fTJして詰包をtゎ寸た (T，G.LhTis. 1了juil:et 民J1. sutm note 'l7ノ

日 Y.L:l1nbcr'，-Fa.I¥'fc. sutm ~叫c :3. p.13こうしたf泣いはつフニノ、民法1:3:".3条

からも二はまされろるこ寸るJ-f~lの J話 l斗のイ、有イ1 多袖拾IVil二者置するも山と !ζ 、

じr¥.To;:lou引ヘ :iOVd:LIln-'1901. slItra note :19 : C.A ハoIlIO;IS(-'.9 j;:~n 190二

叩 i'日 nりい 39 

これ九の判決につい、 l止、 ド九'1 èr，H~l; SII押ヨ;，ut←!:l.p.:=i:n 

7S C.;¥. h.ris. 7 j uil1c.， 1089 山pru;:Ot2 137これとIrij骨を述べるも刊とし亡、

'1'，(;，1. [1ohigll:，:， .l9 d('~:(-'cl':)n' EドλLGα? Pal. 199.l， 1 ニ:_~:3

二日社5り(仁 S4:J) 22三3 13只1
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のフォー!、によヮて不適切な玄昧な1利主主役、小腸のね傷、

;民渋J主に対する 2つの排l際特設i'ifi が J支給され、それによって悪化

1たE、右の状態(主主ぱIT.・雨:1111\円台改善するためじなされた部;而~ (1982 

年 11 月 17H か~) 1983年 3r; lSゴまでJによりて、II1Vに感染しア事案j
lよ、複数のJt;-}，~が損害発生に競合した場合であっ ζ も、ブナート iこ上っ

て受111ずの作品?に変化がもたらされ、ぞれにJ'-)て愉11:1.がなされた均台

じは相川区果関係が認められるとずゐ刊U

もともとアラシスでしに交通事J立の被中高が医療過訟によってさらに

市大なJH;i;を被った事案lこつい工、交i奇雫肢の者の責任を認める判

官Ijが況に他 ;'1していた三ともあり、 H1V感染事11"のよ又判例:J、二うし

た従米のふj世J を跨壊したものとし f¥)L世づけられて V'ゐべただし、こ

れb 立つの判決は、説者ァア行為〆 Hi~-o) 条í'!手「山 f じqリ Îva1c r: cc dcs COI 

diLょ(118) をもってヨ果関係を判断Lているのに，HL、[注者が行為と出告

の相当阿見と関係(c211sali弘二d仕I~l a::c) をhって岡県生ふをヤ:1断している

ここかっ、学説のiiLJ会集めることこなッた 後者が医師の行為とお岩

の凶米関係を相当性;こ」主づいて判生R~t ニ介に対して I t{:ê判が践しゅ卵、

没者の寸案がlì:îff と比較して|犬j巣諸係に不:~j採さを伴つものであったこ

とにポ牙し、イミ当囚来月9<r，、相J念がごうした小別総きを葎い隠宇ごとで故
者名ーの311明守容易l、するf支部JEP来たしていると組一極的し市 iilliすぬものも

あるλP

J <; CA. ¥e!目Sιa辺:u叫ill出ε出S! 3おo~n己訂Iさ 105刻き巧9，μ)1ω()郎6泌i号1，S叩orr血山lリELCι∞仁C】n.l 宍mヲ. 1μ3児a訂rパl}'印 n町ea江叫lL川u..Jι仁、l' 
1μ990. TI， 2幻1:ω)必口υ れ町削fり)沌L、iλ¥. ;) 

札じ江:15出S.¥.Jl川n:に I叫1)川川u山I日1いρ吋11凶以山山!日児ミ辺::::， jρ). 1印9~-j:! ， GIR. ;.くj[苧故の被与巧が、 ぬ送先(/i

+;~ ¥，I.柄院で施されれ岸本川によ Jて死 Ll、事業について、交話事なの力115言の

員イ工をI'J2'9ふ

31ケF帥ぴ〉千J為とお7れつ凶黒羽係は、字誌な条什等給読め広岡によるものであ

丹、民約の行為が正常、 j~害会もたら斗性貨のものずあるがどうか 容親IY;

下見τ能性の+i在 仁よぺ亡品*喝係企判断ヰる相当ILI恥院官とは+0なるも

りであるとし tうr 寸前川En:l，，，'吋rallOLc ，1L p.S3-j も i も、)+I帥の行為(.:.つ

いては、むしろフッ lにあたらない〆されること r多〈、買i工を同われな、ミ

ジ〉刀、 段的てある :X ß"~J;安1Jを出定したものと J 亡、じ人 p&ris ， 28 即日ムn

hγぞ三91，su.勿(/rwtぞ 3J

32 1ヲatiJCρJnunl?.in.obs(-，I"V川山nsllr C.A. P乱 is.7 ju:ll引:9Sf)ρt仁¥.Vns日[:1"会!

l3~J J ー ~.Û、 0: 日三44)28:J2 
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し、 fれにせよHl\!感決串什ーに悶する裁判例で ~;_t 、 r-;';J、主JJHによる佐定j
を積枚IU に i ，C， 1 1Jずる形で|吋果関係の証明を~:kfLi.tると|可吋に、その存必

ずJ 判l附する μあたって b、阪主苫救{骨J-資する解釈が禄用存才しているこ

いλGょっ c

(2i 共~;~:こよるも互主 fd完済とその，t 1l:

~ÄJ の誌、剖j 院のれ止、JZ 、 :991 立 12 j':11: Iのけj芋47灸¥'，ょうご創設さ礼

た茶会によ主主Hf[;v) 要什〆 L ご市u皮化~ ;Il'に"、その絞の叶IjW;・裁判例に

おいてさらに ill:__l~í~めら üることとな) l:'i， 

Ial まず?見守トついては、 Hlv感染によってもたらされた相与の全

刊;賠lt5..(repar山 01，，r:Lt'則引いが明記されといるは7条踊 i~~，;-)れ持訓告の対
象となる ~:kÃ'(士、身件以吾のみな L ず、 111v !己主在かん AIDS0)発生・

死亡に主るまでのあらゆる椎羽の問弁である配。感染7¥)''*1恒常について

は、ノ引ij空蒜r'fG:989主 7只7九、札;人十:i.:LH:[高く )1三で、補償委員会が次の
ように定義している， 11;\ 感立~:ïノ人ケ:]-c 非科済的Jd:照子守(士、血治j，'cf~;1弘

目fJ.;，i:、子 IAIDにの1先症によってもたらされる存在の条件(c叩ditioll

d'l'引stcncけのあらゆる同沈につし、で又すよいを受ける「こ斗したer'I別の担

者!土、 I(I!，~青抗体防住反!心の見市から、 [11¥感染(1VJT--;; (. __ J:って依るあら

ゆる権神的主行?を台むの余命の主如、太来に有する小安、身体主j 清村的

30 r立a!s1980. R.1'.LJ. (-it'. 1 0DO. 87 

りただし、、、でいう全市H台償:よ、前日"じり伝子与l且1]を耳金が設けた.50、Rの平
準にしたがって正信し、てれ会科詳したものであり、被芦 ~'::0{*際に ì宅コた以

苔とは必nも 致しないu それゆえ 尽:jJ立円 較にいう全部陪H:;iL~ (止、そ
の~ ~;主が異土ノている この H に九 λ 亡l土、以節引いを季語

文4 なお、民事責任と比較した場什、ま会による又払ア続三J土、かなり7411てで
おる~ -tなわち正今l止令 AlD日がj1:1J性の校患である干とも基金が I年九百戸;執
行できる予符(::限f兄があ/"こ Jなど(7)理山から 波乞省が1:llι吉抗体|品性反応で

£っt:n手ιで i分の 3にあふる1慣を、 A1DS発症の詩点でダそりの 4eワ、の 1の?震

を1，!t声おに支払ろ こλ したえ官、手絞きにつし、ては、恭ノ，i::創設以向、しばしば
涯ま牲が同部とされたが、政t::(応:;，ま右効と〆 i~ ¥.必。し山口、 rれ， 20j山 11('l 
19~J日 J)， 199日 らどG.lwtω じhOlrtiel

二日社5り(仁 543)22三i L40J 
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に起こりよる ~:7ifiへの心配、叫止、生活上、家族上。〕、そして社会的主

役割、刊一的な出d古ヤ、万 のお丹、;こl止、斗泊 liH::n(がこれに含まれるし

方II~ て、発事の局 rrn で現れる多機な人的tQ;1;が含まれる U 首:痛の 11 受、

李主的宗主や引き読さ牛きる吉 C，'~'O)絹害全;:Slj がこれ仁含まれる l

次に因果苅涼については、裁1ゴliliUをδらにヂFLi主め、証明負担の転換

を時-:A市lこしているコすなわち、先出したJう仁、 iヰ呆関係l攻作について、

多〈の実丸紅例 l土、相J害者 L 主i 町j負担を認しつつ、その ~1['Rjlの Æ:fL肢を殺杓

寸る形で士すよ、してしミえが、 ;991レ12h31 ヨのけ、íf~ ，17条 11' 1土、感染σコ状況

調布そをノユィi~~:J)個iに認し、ソランスご翰J:I:，. JI:I液T1剤幅Jf_:を受:-t/::.事r九、

及びHlVに感染した事実が受1111者にぶつて副明き才しさえすれば、論llJ.‘

凧液製剤~!Í~?_~I と HIV 感染の[!;J系羽係を推定子ると t lう形式を折、同したぺ

系金i土、 受il-芦に主富山された il司王 il代裂円!の-:-Ji;血書lこH;Vこ感W;L

f二者がffまれ..C"、なかったことを証明寸ることで、怖JITI・J'n液製却一輪n

とHlV感染の岡県|封係の ~~r~'7主を穫すここがで主るが、実務的には、

肌 f吉、者のlIIV ;、ついては、 j)t向者が [11\ に忘~i-i~ ~__ -~いたかこうか

を確認ごきない場合が多く、凶 f世~係の推定を夜寸ニ，1，がi)JË ~__ t" 寸予め、

1980>[.1 H 1 H から lS8J~li-:lO片 J:J， lh に申告;:11 べ? 1111.液製剤師i~n を交けた被4百

に対しては、ほとんどの場合;二回 I;f!:関係が判定されているともいわれ

-Cl..ミるお。

ぷ友金によゐこう Ll:"~:Jt~土、J[九r 感染によるにν引なよ己主を詳IcC'tω 際に、

主主511:~'，，:ーによっ亡も出 tλ られ亡、必 Cassしれ:::， 2i:t¥'ril ~996 ， IC1-'. 1996， 

1V， 1289 

切なお、 2li()::;年3月4R の {tえド 102 条は、 C)~J，~子;廷につい、も :ríJ依の UJ 来院イ平

〉推'ん1>t才m!.，たが、その安立性，-ついては汗罰がうf刀れていゐ。 c型HLた(.，?
沼宇る因果F;f係じア)推1klついては、 「Vハnnt'Lan:bt'd- 3]¥了e< f: 1-，叩川ムeC 

pc当，-，キa:lsIllsionnellee¥. ゼsponさ2billleclもiIぜ，D. 1993， d:roll. :)，2(Jつ 3

¥rlu日 s，lttanolc :':9. p.l/4~) を事会 :1\~0

パラ La:nlwr レド，，， 1\'1 己間耐日 'J)t々 ~:i ， pJS ただ L 、 15伐の l阜;!?が右 Jl~ の岩上;iな

f 術会会けるp;~~に受らみん輸 11: に主って 'ITV に感来 L/. 事業について、輸 II:I ，J;

川辺が19i1芋であ J允いもかかわらに j原立告乃;詰:}:求Je丈を認ゲめJ川I土そ苧寸Z禁lk:i'

λ3 またづこがF:\革↑史m によってヨj\'に感染し、ぞれ主力、同己何者~::: ~-;J 〆て絶え

す主主炎:三防0)B);-;::;-1' t-Jつ{し 3なかリた去と、以f!?の1][¥感染が輸11:1によるも
ωでない kことドつv当てi叫任な事情がイ;存する域合仁、 l!A~~司{長を子;"<É1 る波政

1411 ー ~.Û、抗日三42)28:J() 



，)スケ礼会ど氏:ょ，~(任 1

i ~l" 以上のように、 19J1ir I 三月 31r:の伝-:í-t，+，?条によ勺て卸 l!~ された基

金l之、出害・|司果関係に同ずるよ&:'11Pえを受げがき、さらにそれを制度[ム

μ出f-/[Lさせるもの守あつにへしか!なが町、基金主1I設誌の判例・談、叶IWず

は、こうした与~金による 1，11伎をさりじ拡京する -!f~で被害者紋済を|ヌi りて

しゐる u そのしゐくつ詰込をみることにしよう

第1に、彼d吊手??i止、 IEの場今に長会によゐ滞債をおfて、 JJu王者に

対L民ポ長イ十を追及す£ことができゐ J 基金じよコて補償される相等J頁

刊が品liili'古 ~-e なう〆〉えこ〆::加え、 L~; J.nの 1t1，~ヰ 1.Q刊のh"lイi8怨が必ずしも

l うfでなう当ったため、長 ~1):創設;，zには、被百者ぃ三 )1:1背又はその様刈7~、

へJによる加計者(愉Ulトン々
づI<K5:'.
，~ 

への責イ1)自iAが侶次い

と 0 わげf司自lーの照合工il J1の ~l{Ji棋につい E は、民事費任にっとイ両日'1

C)~:k~~Jn LJ に五認めりれる"十冊凱よりも _~'t; {fr:による 7刊償額が紙v 、ことが非

常に多くの訴訟で争わ.1~_ている旬。 殺に、 J完全創設筏のIIJ!71!‘裁判所

は、法令じよって補償されなかったお五Jl"Uについて、受向者がさJよ会に

よる椅慌を受領L工場合であっても、万加口弓宇竺高に対L、そオれ[rは止別 P制淵にI民7芯己

干百

Rιr肱償占額〈のワ主弊卒7定E方?法」まiに桐人迫是がみらjれし、 追及できるId1の耗JSに差プ0"Lじて

h二千;l)jUJ，j;うゐο 仁川S:.."Ci，. :..;ム 1/ ~In ， 1¥、r19~1~. ].C.P. 19~同 IV，11メ1; 斤「印

cil'. ct (lSS ム何時 [¥T.11' 1お

前恭 l、副j~主直後l士、法人によ乙裕債の l 告求と川lて~おに凡寸る民事責!:のよ国止

が河川に"わ t~ L i工Lば1[t<i~ 填楕の問題が生じたと l ミう y

?川1:1日rlF出けに川町il:1')V; ~ ~i ， pp.2ri c1只ょう :j1-二同組は、基:1;:仁川するl告求

をカlJ古者に対する氏自立f干のjE及の間続長f;-.としといなかったためIt:.L: l， とい

λ C. 1)2:POU文 su{lmnote /.t? p. 3~ì なお、被需主は医知機関:対 LC責任追

及する F ともでFるが、 ぞの際には後;片 Jぺが記事予?:干の必要1'1 を RJL~円守る必要

があ h、て江主 rつに伝法機関を出子取ッて11;;;-;7:今起こす U")~主将であろうとむし寸1

メごL、ノ" 九llnick!)()r:Si:.Ci J)O[ivCl. Sid凡じIrc，-，pοれ1日hiJi1¥ζdes di:iiqlJCS， I仁P

IS灼;)，し 582.1n'l'!. p弘、

国恭合によるも;でて散が争われた~frてとし亡、 C.k P"ris十日7nO l' 2 1l~blε199つ

(20 :lrr i" l~;) ， G!lZ. Pι:. 1992， 2， おいn:汀iじ沿9:じi¥. ?~lris ， 11 (:l' ~~c El br l' 1992 i(i 

山 川':1" 早 (μ才川f究1ほερα削l.1以抗 1.sοR川川IJT日1.19B ι 久 }ド、l げ;，札 I日~-， ' ，e川"γ1εがγ199:i (川1:"孔出ll'tを:川j品詰
r;，臼'12.p，α1. 199-1， 2. :-'()1El孔 6::>1

二日社5り(仁 S4J 2249 1421 
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しるヘすなわち、破自立はは、系金によって補償されなかった担害攻じ

についてのみ民事支粁丹治泣を認めるのに対し91、「ンふイュ・ 7タl止、

基令じよって捕f再三れた白書噴い、ついじも民事担任の12及や認め、賠

償裂の芹;;zぐり|町、に持金( ょっし記l役され丈裂を七三除するというん ltを採

るりにそれゆえ破弘、完によれば、被害者u、基令に4って補償δれなかっ
た指r古~H 呂のみにて)v， -c11じr古tfのF'事官自Yえが認められるのに対し、

コ〉セイユ・デタ(よれば、阪害者は 基令lよハて補償さオ!なかう

たi-~'~Jι F1に jj:Jえ 、系金lこよシて補償された111青山円につし、ても、

裁判所によって泊先される、ii設悩宵じのH計百官れがそれを上凶る場台に

は、その範i'IJで加何者に対するl¥'.事実ff:のi自N..が!認められる三とーなる c

こ弓 Lた続投院の υ場J立、ヨー打〆J'i人権者1(.+:Ur~;r において:す干支されてし 2

るη畑、その依の大法廷判決に，;f3~過ごも さ才~ "(1.ミる引f

'I 主主全に上品約信組び〉主主疋方~-:tにヨ山、((よ、平~EJ-_ も岩見が丹、小才1 といる

舟主の百平併に羽寸乙裁判所のコン:'r-; ルの有ら?手話軍，て、例思11(7)日dJ明

けごとに52半で持 '~'jる不全乃方式を 全j員 J討を包括的に盤 :~T る i 涜Jdヲな民

主詳責任。))J山よれも慢れたものと長I;凸す;:，r.:J作 (E:nman l!é:~ Saは lcr.Lc prin 

Clj":C: lliC('mnll札;'(' ;'1 r(':);'，:ll、I(に"J 11l】日pn;C，:l1C、、 1、j;l'cL ;， d n; inî ‘ èr~lcl 、 C ， :¥ 

prupus d仔j'itldemnI:-;aLIoよ des victime::; de l とtl:，fUSlons向山l!.!l:ltlεs，IC.V 1909， 
1 ， 123，立 J仕上).62U，;かある んで、こう ν わ倒3MJA'2i中、口のの¥，:-j支持とLえ予

約-g~l}~ ，~: 7ネラE方式ではなぐ、被害朽のi戸刀、れた情'!J:jJl..休的な状川をも考，:S{すべ
き守あるとする児桝もあるほ1日ムCOlSじhatJas 】 ano~lOム dじ préJUQICC c:'c c-on 

r~l'lilla:i (l n. iJ!， COLLOQLE り lïo':~lfl:se j)ιl' 1;， F凡CL1b，de dru:r de P;j，'-j" XJ. 12 

dかt"f:.ll、re1 ~1~17 .九 p，i:f1idice，心iu'sti.o川 ιJ川;8'1)人訂作汁刊hlif'Sin， Rr'st. (;"11. r:t 

-.l.ss引はi1998， n ぉ)VC:日 ).20，) 

日l仁a，，~;. C'Y，ノ1m フ日;~， m';e;- J994， ，!..'，T.iJ.(ιv. 19日行。 ろ09.00"， JY. ~，:lU ，(~Uèll 辻;cJ

Gu~. Pμ1.2 :-2GillillCL， 199/1. 23οbs. (;~igll l1 C : R"v. dγ san. S()('， 199/1， !~28 ， 

1I1)1t' 3.-S仁川ld ちなみにの判決以前の下殺害判決l正、加予?h 汁寸る全

灯台泊じり迫泣や目立れるのが一般的傾向てあり 政投陥判決)-~ょへしと傾向に

J，CJ一るものであっ丈 T.C.I. P{Tig:H'T';:， 28λvri: 1902， D-190:'， 322. noLc J. --J 

Lusne : C.A. Aix-en-Prove且ce，1のjuillε19:)3 幻iPrano~e 似) : C.A. LiGlo;:;'es， 

13 f(:vdt:!̂ 1992， D. 1992，日:.r;:p. 275 
:1 仁 E 1~、 odobrω199:i，U.ρ1992， 1¥¥どはι，01>只九LCh. I<Ollll:1:，H， f). 19叫

liII. fl1lぅlD: R.F.D. ，1. 19刷、 [)53

リマ CE口JT..，j l:pcelT，brt> 199 ，~. ].C，p， ]!)9ら 11 ， :~:~ô ，j 日 llot守、{ “ iricll:;~;x 1) 

1431 ー ~.Û、 0: 日三4(;)2848 
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なお、加害苫にだする主任追及Jct、被主;苫のみなよ】すえて主によ勺ても

なさ方しるc すなわι、1991Yfl:2月31七の伝律17条LXは、切害者(輸1111七
Lター・戻抵で段閃) :、-;)--トがあるごとそ条件に、基令に甘え害者ト:締

{古し丈積の〆吃ドギ[ノドC求[武百年程を利保 i~_ 1-:， 1991年 12 月 ~llH 0)法律47-4長に

至る寺子緯:こおしをし加害苫の玄f工のfq延化l工被害苫の重要右妄訂の Iフと

つでもあり、こω之!と:土ぞろした徒宝者♂〕官、持lこ広えたものでもあ

£ヘ基金の創設以降、この求償訴宇和:10づいγ 、輸血センター;討し、

アオート :::1五ょっく責任の追及ド増加したlもいわれている

第 2 に、);:~";七にはして補償を訪>;とできるへI':j範囲も拡大されー口、る川}

199G. 3，37. I:O~，~' ~，':心 lhtl--DullUni~'ux; R. T.D.cir. 1090. ::;1)9. ut凡 J.--P.¥Ll 

gl1Cll川，d日'tJツパヘ也裁判所は、「市前昔 [54F百者lは;1tjz¥対して尚三 5

}~る梢f立の広求 1=*1;' してJ:訟手続きをとり、または，;r~iえする f;' 詑引を立 .;J~. 円七

~: 'f~-相するよとがでえるのであリ、そ札はたとえぷ《どの tif.棋を立耐した段で

たったこして 4そっじあるJ と L 亡、被守-7:'による民芋責任追及会十'1]七した

ただし、河ーロノノり、待よえ判所;之、絞数民が些少に Eコて側資寺れなかったJ('

jef.J耳目いついてのみ兄事完イ工乃追及を認めωと?る判決を下「以前、199:i1f .'1 
f] 71 1 ;内事;(;力、 ~~~jせとなう/場合 ì~:エ、判決による人格段宵が4ごいことをほ

討に肝請を棄剖;1，，'，いる。仁 2.0.11.30 oclo"brc 199当 i.C.P辺自白 人cLn'--41. 

1990 や Ro;fi.c1t'_ ('[ Ass. 1~-ìf-ì 9 ， ":)ワ

0' 八~， S. plc:ni:'.rc. () jUill 1997， D. 1997， :'m:1Ell. 21)!!. 0¥1:-:.. D. 1'，，'[;]z【:'111じ R.T.D.!'ii' 

1997. lA札clJs.!-" J(Jllrda:n . n. 109ヌ 255.cOllciド ;"atu; j.C.e， 1日97，T • ，1のi~ ， 
n
C 36. obs. G¥1;"'.('¥. 判決はJへのJうに苅ヘ、共ノ子』二小って補償されて v なv、

]-~害 1J[ r-1についてのみ}ミポ責任のm及b認める， ;;1、に感染した十五il[JUt，:，苔
l担友病患省 0)向償基令;ムぞれらの損'~干の夜t三省芥i2--.í汁二事祈可るぺ被古 JE:よ

きト-1:::ーよる 1:時悩の)提供十三源 L なかっ止場〆l\ パ，)控訴|見:一二叫r~'者を 1

~tI1: j且「るニトができる [Lかし、杭償を受領L/::、彼書官(エ初出基金によ/、

どま t~):K怖されてし ι なし寸口古項目:ごつい仁ク)み 杭氏。)裁判t.，;軒仕立nClじ11011)

によ〕どHム慣を:f:げるごと刀芝、ずえるJ，

0.-， 1宅午て _~-O) 1 l¥、しある Ed{tlotH[--Lιc Ecnr)の吉長l土、 H:九せ41長率fI:→おいて、
~II害者の女{干の巾;t出↑ヒが被富者にとっていかに重要な関心三i であっトかを不し

ている 工ド Eン リ';/ク岡戸 :>1) ゆ占111 跨 ~R) 毒殺罪で;主党されるエ

イズ (メ i 会fl許判マ 199~í) lGQ}lJ~， l' c 

)長iti';:(誠治 I--? フシ y、以、に日げる寸'r説 -l~';J芦害 i)) 陪償」矧平目祉、学40 在 40 /:; 

(2003:主IIFL 
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Il)リl.frl三月 31n の;ょ1t，+'l条 l土、輸血・血液製剤桁;主によハご i村長 ff'~ に成

染した者のみをft{定していたといわれるがヘその{去の'['1ず伊J・3主i'iJWeで

は、その相続人や当法被害者脅介1て感染した苫(安(メJ絞も合tlや

そのチj に対しでも 7'i:~金に主る愉紛が認められているヘ Lこの補正i には、

対戸較的lR害のみならず、非財産引0:r-R宵ーも合まれる υ 他方、被書巨の辺誠

者 l円cHi¥背・f-j;j:.IN.l河合 0)~J~ ~:~涼 (1皆同古♂〕賠償については、被育者

の近親:巨が被害苫の;fd求i'i寸志する形で補償チ訂p立するものが多くみら

れる。仁被弁当こいかなる湾J系に為る高が二れを清伝できる1J"'(' ついて

は必ずしも ?j らかでないが、被百者と!日j肝L、その止ì-~ に大き

りた配偶者、山系4rJ，'é;・ i主系 );r渦に jH~ られるとするものもある o~.

リ， 1て 5日V日-::11:'，"， SU予JY(inGtぜ r〆)吋 Gφ])，61日

dt 、主i~刊:河伎には、相続人や被宵 43 カり f主染ーた i-;-\'=' 1について情債を認め

たもの-j;tあ i)、さらには、忠者がらE主役した列科医に汁l..--(ま干、による筒債を

fめたQ皮72ら2*IJ:よともある) 仁川s.Civ.~U" lBjulll19J7， 1).199父， 31， COTlcL P 

T札L11: ].CP. 1告白7. '!~)，70 ， :，0 :35，υη良心 Vu:c、
}りこれはイ1続ヘが絞実1'ei受血者 I古当のた財守的援￥にコいての詰〆ι惟を
相続できるか、という附泌を伏総としてい-t)c :J i-~汗苛的指τ J;貼償請求権か被

害者 (');11斗苫)l守布ぐっ百ぷ佐である以卜、出荷主の対象とな内ないこ ν うのが訟

}f:i rl';]帰結であふ(ただし、伝統的に判例i日ロ結合 l出めてしゐ 1，しかし、 III丸

事芸宋(つ， 'ては、非配産8'，j員二ーのもHH:~;:績が住吟ご討符であるこ，~ (ん111え、 慌

に補償針山主主7E芸準l止、被害弐(受血苛乃花後川内いりjしる某司]ιぶりも被害

認の111子l'に掃しυノれるよ己咋ク)ほうが同様となっているため、十己続人(土徒7;-{i
が牛在中;こ収得した議ぷ持喜市税寸る汁2で補償を読点!たほうが、

ヨリバJ額の椅(賞f，:1;i{.'で 3るれ基ゴアは ととえそJll省 LI 尋子生前に w~訟や十L

;怪し亡し iない持什ワあ Jても 基金;対する詣ぷ地の丸J続を認める しかし

二がり、近視討にiぶ古 (li詰)1'"まμ力1:えご柿fどを「忍めωことの託当日i，'('被古って

1;; 1. (]') CI) J;'しみに対する補償を相続人に二ナえることの妥当性、さらには民守安

任による ~VÍ' i:，えとのパフンスなどか人、手立(.:::土被害-?ê 汗)に[ご恨のF'i求

権ぞ J; 財産 1:~jtr: ~Î でめるがゆえに 原町と lて別減すると解:〆つつも、

だの近持者1，:限ってはi三組者に同右のj員己.，:Qg常市〆jぇ惟におv、ごそれを考謂r
~.ル γるものもある y ， i.zur.bert-Fzli可1ε，sゆ日r:.o日。日， p.70 : ld， s匂:prnno~e 

13，日22

1( li i. Lar:lt:c r: ドaIY;('，su!rra IH.:tl' 69， ]).'/1. :，(lnlbcrl--Fa;YI"L' :一よれ;王、ノ \l)l~~

i'lF陥の「した判決lーは、配目二三言ベ，+!北九省のり視からのz右足 iを認めるものがあ

l4fiJ ー ~.Û、 0: 日三38)284行
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第4節小指

以 、本草己;止、 H:V 感弘事件の紋要綱欣t立卜勺 t~ )，b、世目立11Lた後、

それ l.~ft;;-9る川河・童文つj阿波び被害昔は沼市11支をそれぞれみてきたコ

の結果H:V'夜空t事f:に71与する'l'U例・裁判例lよ、れ守知識が未確止の状

況で咋じたH1V 感染につい亡、[ム続的な判例法理全付牝する形♂も::<'~

苫救泊を図 :'1 、最終:'I~ じそれらの到j院・訳、打 í9U をさら i，'，-~:Mじする形で、

被許苫投済担j度が体築されたことを雑誌し丈 y ぷl卜の木章での検工:-!土、

ワスク社会と民主支{王グ〉ゑ般的な湾ノ長をi手←ぴ上がらせる、

H1V惑染事件のt1散は、事件そのものが .'¥IDSやH1V感染の科学的

な解明と敢行して五展したことにあるu 今i、 ¥lDSとν て知られる疾

病l土、 198:年にアメ，}ノIJ-;-"発見され、当初は、 ii1H士'a背や特集中毒者〈の
向に妾主ょする段付として理解されていたものの、その後、 1~)己吋;:: ~，こ 1111i間

製剤約注!こよる感染が、 1日83イ)'， 1こ愉U1iこよる感染がそれぞれ線認される

ことと公った(:r:;1節lい1ぐ しかL、おJ1J:.. .1:1液製剤輸 ~:ì に 4 る 111\ 感

染めリスクそのものは、対"}'U'0• 1丙ょnf'-~!':Ú!0tn ~にH日らして必ずしも明 lっ

かではなし少なくとも 1985i"(半11に会るまでlt政策的対j，i、の奇麗"叶を

担叩しうるほどには叫りかずはなかった(事 1 1)"そのためフラン

ス計士、輸 111.・ 1:1.液製純輸i-:によ之 111V ;1さ L牲について、 l~18;) 圭三 7 刀ま

ず1):民的対心、会み;倍{七万るこ:はなかっれの

したがって、誤断を也、オvrに単純{ヒすれば、輸出~ 血液製剤輸i-:によ
るH1V感染は、手l苧泊l誌がよ1iG:，'r:の決態でijじた担?ぞごあり、まちい

リスク宇， -主主将jf立つけるリスク'どのものであるといえる J こうした jス

クlよかって lよ汗炊ないし運命の仕業に帰 5れるべきものであり、白江漏

れ;の対象こされどこなかった 1.語、L、 IIIV感染平汁では、そうした

解決が採用されゐごとはなかったJ む市〆ろ 7ランスでは、百三qiの法的

責千千が的itされる形で百If;i不可能なリスク;ヮいて麦午帰属がれ|りれt_:

る反crr、成人GJ性的[:j-絞め清求(と刊し、事副に基金(対する請求を行， Jて町、
二か》た苧3!~)を茶ÄI!するものもあゃなお、問、:'-Rち染しごいない均台rあ
fも、結神戸jti'古を認めるものもある。 c..i¥.Paris. 7 ocioblじ 1003: 3 a， r2~S) 
Gて'L? ]>01. 1994. 2. S()日EI，4'-)1

二日社5り(仁 53!) 2245 1461 



ーふ 門

i師"光

のである、宇なわち、 7司法裁判所の判例・裁判例は、輸血・血液製剤l輸

注によるlIIV感染について 輸Jill.事業によって中じる損害を無過火

責任とする伝統的な判例法理の延長線上に位情づけ 、輸血センター

の責停をill過失責粁とした(第 2節(2))。行政裁判所の裁刊例は、当初

こそ、伝統的な過失責任の枠組みによって HIV感染事件に臨む姿勢を

ゆしていたものの、最終的にコンセイユ デタによって無過失責停の枠

組みが正面から肯定されることとなった(第 2節目内))c また、国の規

制憧限小行使については、伝統的な過失責任の枠組みが維持きれたもの

の、 HIV感染のリスクが l分な科学的な確実さを示さない場台にも国

のフィートが認められると判断された(第 2~íí(2Xc)) 。

こうした判例・裁判例を受けて(またはそれらと作行VC)、輸血・
血液製剤輸注による HIV感染については、 1991年12け31日の法律，17条

によって被害者救凶制区が設けられることとなった J この法律によって

被合者は、 HIV感染から¥lfJ S の発症死亡までのあらゆる Jft.~の補

償を、ヨリ行易に基金から受けることができるようになった(第3節(2)

川j。同法による被常者救済については、募金創設以降、非常に多くの

訴訟によって争われることとなったが、判官1・裁判例は、被当者j土済を

回押し進める形で解決を図っている(第3節12'. b)) •. 

このように lllV感染ポ件は、科学知識が不係実な状態で牛じた損告

についての法的責任が問題となったという玄l床で、リスク社会と民事責

任の緊張関係が端的にあらわれたTト件と依置づけることができょう。も
ちろん、無過失責任やそれを補助・代持する保険・社会保障制度によっ

て彼岩者紋済が閃られたという意味では、 19世紀末から今Hに主るまで

の民事寅任の発展傾向を端的に示す事件として HIV感染事件を位置づ

けることも可能である。しかしながら、近時のフランスの議論には、

HIV感染事件を民事寅f工の限界や再定夫の必要性を意識させる契機と

なった事件とiす置つけるものがある。以トを踏まえて次中では、lIIV

感染事件を契機と Lたいくつかの特俄的な議論を検討ナることにした

しミ。

[ f.J記]本稿は、北海道大学課程博士(法学)-+iす審公論文 (2007年 6
月25門学位授与)の一部に加筆修正を行ったものである。なお、本研究

[47J 北法:i9UJ・;)36)2844



リスク礼金と民事長任(11

にあたっては、 2005-201尚年度科学研究費補助令(特別l研究員奨励費)

を受けている。
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